
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
四
号
 
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
日

魂
を
飛
ば
す
仙
人

小
野
篁

『
本
朝
列
仙
伝
』
贅
注

中

ゆ
剛

正

士
」巳か

 

 
貞
享

三
年

(
一
六
八
六
)
刊
行

の
田
中
玄
順

『
本
朝
列
仙
伝
』

(古
典
文
庫
)
は
、

「本
朝
」

の

「仙
」

の

一
人
と
し
て

「小
野
篁
」

を
取
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
ヲ

上
げ
、

そ

の

「伝
」
を
載

せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
先
行
す

る

『
本
朝
神
社
考
』
 

(続
日
本
古
典
全
集
)
が
、

「記
二
霊
異
方
術
之
事

二

(序
)
と

い
う
下
巻

に

「小
野
篁
」

の
事
跡
を
記
載
し
て

い
た
り
、
後
世

の
明
治

二
十
四
年

(
一
八
九

一
)

の
宮
地
厳
夫

『
本
朝
神
仙
記
伝

』
あ
る

い
は

『
別
冊
歴
史
読
本
』
麗
冬
号

(
「健
康
長
寿

の
日
本
史
」
)
収
載

「
日
本
仙
人
列
伝
 
神
仙
道

を
極
め
た

48
人
」

(久
米
晶
文
著
)

も

「
小
野
篁

」

を
立
伝

し
て

い
た
り
す
る
け
れ
ど
も
、
仙
人
と

い
う
属
性
を
明
確

に
篁

に
付
与
し
た
例
は
、
管

見
に
よ
る
限
り
で
は

『
本
朝
列
仙

伝
』

よ
り
も

以
前

に

は
見
出

し
難

い
。
『
本
朝

列
仙
伝
』

は
、
広

く
世

に
行
わ
れ
た
、
広
才

の
文
人
や
冥
官
と
し

て
の
篁
像
と

は
異
な
る
、
極

め
て
特
異
な

篁
像
、
仙

人

・
篁
を
創
出

し
た
、
と

い
う

こ
と
に
な
ろ
う

か
。

 

そ
れ
が
実
像

で
あ
れ
虚
像

で
あ
れ
、

小
野
篁

の
人
物
像

に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ

た
論
考

は
、
従
来
決

し
て
少
な
く
な

い
が
、
右

の
如
き

仙
人
と
し

て
の
篁
像

に
注
目
し
た
も

の
は
見
ら
れ
な

い
よ
う

に
思
う
。
文
人
や
冥
官

の
場
合
と
違

っ
て
そ
れ

は
、
誠

に
些
末

で
例
外
的
な
篁
像

と
言
う

べ
き
も

の
で
は
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
も
全
く
無
視

し
て
よ

い
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、

と
も
か
く
確
か
に
表
出
し
て
き
た
篁
像

の

一
つ

と
し
て
、

一
応

は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
西
鶴

に
よ
る
挿
絵
が
知
ら
れ
る
ば

か
り
で
、
ま
だ
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ

て
い
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な

い

『
本
朝

列

仙
伝

』

と

い
う
作

品

の
問

題

と

し

て

は
、

同

書

に
よ

る
仙

人

・
篁

の
創

出

は
、

例

と

も

言
う

べ
く
、

少

な

か
ら
ず

注

目
さ

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

。

 
 

 

 

 

口

 
『
本

朝

列

仙
伝

』

の
篁

伝

は
、

巻

二

に
次

の
通

り
見

え

る
。

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

コ
ナ
リ
②
バ
ク

同
書
の
特
徴
的
な
捉
え
方
を
窺
わ
せ
得
る
好
事

 

ノ
 
 
 
 
ピ
タ
ン
 
 
 
 
 
 
イ
 
 
パ
ツ
ノ
ン
 
 
ヲ
 
ノ
 
 
ミ
ネ
モ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
タ
 
イ
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
ク

ノ
 
ン
 
ン
ク
リ
 
 
ワ
 
カ
 
 
ヱ
イ
 
 
ン
ン
メ
ウ
ツ
 
ン
 
ギ

小

野

篁

ハ
敏

達

天

皇

八

代

ノ

末

孫

。

小

野

ノ

琴

守

ノ

子

也

。

博

学

多

才

ニ

シ

テ

。

能

詩

文

ヲ

作

。

和

歌

ヲ

詠

ズ

神

妙

不

思

議

ノ

人

ナ

リ

。

 

 

キ
ン
チ
ウ
 
 

 
 
 
 

 
 
 
シ
ン
 

ト
パ
 
 
 

 
エ
ン
ラ
ワ
ウ
グ
ウ
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

③
ヘ
イ

イ
 

ン
セ

身

ハ
禁

中

ニ

ア

リ

ナ

ガ

ラ

。

神

ヲ

飛

シ

テ

。

瑛

羅

王

宮

ニ
イ

タ

ル

コ
ト

ヲ

ナ

ス

ト

イ

ヘ
リ

。

平

生

ノ

事

跡

事

シ

ケ

、

レ

バ

。

コ

、

ニ

ノ

セ

ズ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

サ
ン

イ
ン
ノ
ロ
ク
 

ミ
 

 

 

④
ノ
チ
 

ヤ

カ
 
サ
ト
 

ウ
 

 

 

 

 

 
イ
b
チ
 

 

 

 
ウ
セ
タ
マ
 

 

 

 

⑤

ヨ
 
ツ
タ
ヘ

ツ
ブ

サ

ナ

ル

コ
ト

ハ
三

代

実

録

二
見

ヘ
タ

リ

。

後

二
八

坂

ノ

郷

六

道

卜

云

処

ニ
テ
。

何

地

ト

モ

ナ

ク

失

給

フ

ト

ナ

リ

。
 

世

二
伝

イ

 

 

 

 
 

 

ハ 
ン
ンヤ
ウ
ケ
ノ
ノ

 

 

フ
。
篁

ハ
破

軍

星

化
身

ナ

リ

ト

 

「本
書

で
は
全

三

十

八

話

そ
れ

ぞ

れ

に
、

原

拠

と

し

た
書

名

が

標

題

の
下

に
挙

げ

ら

れ

て

い
る
」

(古
典

文
庫

「解

説

」
)

が

、

右

の
篁

伝

の

 

 

 

 
ヲ
ノ
ヘ
タ
カ
ム
ラ

前

に
も

「小

野
篁

 
元
亨
釈
書
 
神
社
考
」

と
あ

る
。

 

こ

こ
に
挙
げ

ら

れ
た

う

ち

の

「元
亨

釈

書

」
に

つ
い

て
、
古
典

文

庫

の

「解

説
」

は
、

「
小
野
篁

の
伝

は
史
書

に

は
見
え

る
が
、

『
元
亨

釈

書
』

に

は
な

い
。

こ
れ

は
撰

者

の
誤
解

に

よ

る
も

の
か
」

と

か

「続

日
本

後
紀

か
文
徳

実

録

の
誤

り
か
」

と

か
推

測
す

る
。

し

か

し
、

確

か

に

『
元

亨

釈

書

』

(新

訂

増
補

国

史
大
系

)

に
篁

の
伝

は
見

え
な

い
け
れ

ど

も
、

そ

の
巻

九

に
掲

載

さ

れ
た

満
米

の
伝

の
冒

頭
部

分

に
、

 
 
釈
満
帯

居
二和
州
金
剛
雌
寺
晶

鴛

戒
行
純
越

名
被
二朝
野
↓
名
臣
野
諫
誌
謬

二弟
子
礼
明

又
不
レ
測
人
也
。
身
列
二朝
肇

而

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
タ

 

 

神

二
遊

瑛
宮

叩
瑛

王

一
時
嘆

日
。

…

…

と

、
右

引

『
本

朝

列

仙
伝

』

の
二
重
傍

線

部

及

び
波

線

部
と

対
応

・

一
致
す

る
内

容

が

見

ら
れ

る
。

標

題

下

の

「
元
亨

釈
書

」

は
、

誤

解

で
は

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

ノン
メ
ウ
フ 
シ 
ギ

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

な

お
、
『
本

朝

列

仙
伝

』

の
二
重

傍
線

部

「神

妙

不

思
議

ノ
人

ナ
リ

」

は
、

他

に
も

 

魂
を
飛
ば
す
仙
人

小
野
篁
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ン
ン
メ
ウ
フ
 
カ
 
ン 
キ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポ
ン
ニン
 
 
チ

 

 
神

妙

不
可

思

議

ニ
イ
タ

リ

テ

ハ
。

凡

人

ノ
智

ニ

ハ
ヲ

ヨ
ブ

ベ
カ

ラ
ズ
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(巻

一
・
役

小
角

)

 

 

 

 

ン 
キ

 

 

神

妙

思
議

ス

ヘ
カ

ラ
ズ

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(巻

一

・
法

道

仙

人
)

 

 

 

 
メ
ウ
ヲ
モ
ヒ
バカ
ル

 

 

其

神
妙

思

議

ベ

カ
ラ

ズ
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(巻

四

・
本

朝

列
仙

伝

不
審

問
答

)

と

見
え

る
、

同
書

の
常
套

的

な

辞

句

で
あ

っ
て
、
『
元
亨
釈

書

』

二
重

傍
線

部

「不
レ
測

人
也

」
を

、

同
辞

句

に
置

き

換

え

た

も

の
で
あ

ろ

う
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ
タ
カ
ム
ラ

 

一
方

、

「神

社
考

」

は
、

古

典

文
庫

「解

説

」

の
指

摘

す

る
通

り
、

先

に
も
触

れ

た

『
本

朝

神
社

考

』
巻

下

「小

野

篁

」

を
指

す
。

ま
ず

、

 

 

 

 

ノ
タ
カ
ム
ラ

標

題

「
小
野

篁

」

の
下

の
注

記

「峯

守

之

子
也

」

が
、
右

引

『
本
朝

列
仙
伝

』
実

線

部
①

後

半

と
対

応

す

る
。

そ

し

て
、

本

文

で

は

、

 

 

 

ノ

ハ
 

 

 

 

 
ニ
 

ヘ
テ

 

 
 
ニ
②

 

 

 
ニ
ンテ
テ

ス

 
 
ヲ

 

 

 

 

 
 
テ

 

 

 
 
ヲ
 

シ
テ

ヲ

 
 
カ

 

 
テ

ル

 

ス
 
ヲ

 

 

小

野
篁

者

。

弘

仁

年

中
。

仕

到

二
参

議

司

博

学

沿

聞
。

兼

詠

二
和
歌

司

天
長

年
中

。

争

二
遣

唐
使

舶

司
称
レ
病

不
レ
往
。

上

聞
怒

。

調

二
篁

隠

 

 

 

ニ
 
 
 
 
テ
 
 
ニ
 
サ
ル
 
ヲ
⑧
ー
ー

②
 
 
 ノ
 
 
ハ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
 
 
 
 
ノ
 
一

 

 

岐

国

司

後

逢

レ
赦

放

レ
帰

。

事

在

二
三

代

実

録

↓

篁

所

レ
著

詩

文

。

少

見

二
文

華

秀

麗

。

及

文

粋

等

書

∵

…

:

と

記

し

た

あ

と

、

右

の

『
元
亨

釈

書

』

巻

九

満

米

伝

と

ほ
ぼ

同

文

を

載

せ

、

さ

ら

に

、

 

 

 

リ
1
 

 

 
 
フ

 

 

 

 

 
 
ノ

 
引

ノ

 

ロ

 

ノ

 

 

 

 

 

 
ト

 

 

 
7

 

シ

 

ノ

 

 

 
 
ノ

 
 
ト

 

 

 

 

 
、

ン
レ

レ
ル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
く
 
 
 キ
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
ス
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 テ
 
 
 
 ニ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ノ

 

 

余

為

二
童

形

一時

遊

二
干

東

山

司

山

人

日

。

此

近

所

八

坂

郷

。

有

下
称

二
六

道

儒者

上
相

伝

。

昔

小

野

篁

。

於

二
此

所

一
不

二
復

見

一
焉

。

篁

蓋

其

為

ニ

 

 

 

ノ

ト

 

 
 

ハ

ノ

 

 
ノ

 

ノ

ニ

ニ

ノ

ノ

ニ
リ

 
ノ

㈲

一

ハ

 

ノ

 

 

地

下

修

文

郎

一
欺

。

或

云

。

雲

林

院

。

淳

和

離

宮

也

。

雲

林

院

。

白

毫

院

側

。

南

小

野

篁

墓

。

西

有

二
紫

式

部

墓

一。

世

云

。

篁

者

。

破

軍

星

 
 
翻

。

と
続
け
る
が
、
『
本
朝
列
仙
伝
』
実
線

部
②

～
⑤
と
各

々
ほ
ぼ
対
応
す
る
実
線
部
②
～
㈲
を
、

こ
れ
ら

の
中

に
見
出
す

こ
と
が
で
き

る
。
『
元
亨

釈
書
』
と

の
対
応
箇
所
以
外

の
部
分

に

つ
い
て
も
ほ
ぼ
全

て
、

こ
の

『
本
朝
神
社
考
』

に
対
応
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

 
結
局
、
標
題
下

に
注
記
す

る
通
り
確
か
に
、

ほ
と
ん
ど

『
元
亨
釈
書
』
そ
し
て

『
本
朝
神
社
考
』

の
記
事

の
諸
所
を
点
綴
す

る
こ
と
で
篁
伝

を
構
成

し
た
も

の
の
よ
う

で
あ

る
。
『
本
朝
列
仙
伝
』

は
、
独
自

の
内
容
を
加
え
る
と

い

っ
た

こ
と
は
な
く
、
広
く
知

ら
れ
た
文

人
や
冥
官
と

し
て
の
篁
像

(右
引
実
線
部
②
及
び
波
線
部
)
を
も
包
摂
し

つ
つ
、

し
か
し
全
体
と
し
て
は
、
従
来
な

か

っ
た
、

「本
朝
」

の

「仙
」
、
仙

人
と

し
て

の
篁
像
を
打
ち
出
し

て
い
る
、
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
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二

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
つ
ひ
や
く
び
く
 
に
に
ん
ぽ
よ
 
 
は
う
じ
や
う
 
 
こ
と
ぶ
き
 
ま
す
こ
と

 

都

賀

庭

鐘

『
蕃

句

冊

』

(
江
戸

怪

異

綺

想

文

芸

大

系

)

第

一
巻

の

「
八

百

比

丘

尼

人

魚

を

放

生

し

て
寿

を

益

話

」

の
中

に

、

 

 

 

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o
 

 

 

ま
こ
と

 

 

 

 

 

 

ば
ん
た
う

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ー

た
釧

ら

と
り
や
う
き
や
う

と
り
 

 

 

 

、

、

、

、

 
 

又
本
朝

に
語

り
伝

へ
た
る
仙
人
あ

り
。
実

に
仙
な
ら
ば
、
幡
桃

の
会

の
上
座
な

る
べ
し
。
人
丸
、
篁
、
都
良
香
も
収

入
ら
れ
て
悦
ぶ
や
笑

 

 

、
 
、
 
 

.団
d
嗣

 
 
は
ち
 
 
 
 
 
 
 
な
ま
 
 
う
る
 
 
 
 
 
 」
劃

M
 
 
う
ん
と
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
う
し
ん
 
 
 
 
 
ゆ
る
ぺ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
つ
け
う
つ
た
へ
 

ふ
 
か
 
し
 
ぎ

 

 

ふ

や

。

法

道

の

鉢

を

飛
す

は
生

を

街

な

り

。

久

仙

の
雲

頭

を

落

る

と

は

、

道

心

の

肩

を

弛

る
な

り

。

是

等

は

と

も

に

仏

教

伝

の

不

可

思

議

 

 

り
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
み
や
く

 

 

流

に

て

、

西

王

母

の
派
脈

に

あ

ら

ざ

る

べ

し

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

む
 
 む
 
 む
 
 む
 
 む
 
 む
 
 む
 
 む
 
 む
 
 む
 
 む

と

記

さ

れ

る

。

各

傍

線

部

の

「
本

朝

に

語

り
伝

へ
た

る

仙

人

」

は

、

「篁

」

を

始

め

い
ず

れ

も

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

に

立

伝

さ

れ

て

い

る

人

物

で

あ

っ

て
、
右

記

述

は

、

特

に

同
書

を

念

頭

に

置

い

て

記

さ

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う

か

。

た

だ

、
例

え

ば

現

伝

し

な

い
大

江

文

披

『
日

本

列

仙

全

伝

』

に

も

同

様

に

、

そ

れ

ら

人

物

が

全

て
立

伝

さ

れ

て

い

た

可

能

性

も

考

え

ら

れ

よ

う

か

ら

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

の

み

が

念

頭

に

置

か

れ

て

い
た

と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヘ
 
 ヘ
 
 ヘ
 
 ヘ 
 ヘ
 
 へ

は

限

ら

な

い

か

も

し

れ

な

い
。

い
ず

れ

に

せ

よ

、

「仙

人

」

に

列

せ

ら

れ

た

篁

ら

に

つ

い

て

「
悦

ぶ

や

笑

ふ

や

」

と

述

べ

て

お

り

、
篁

ら

が

「仙

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん
で
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 わ
う

人

」

と

認

定

さ

れ

て

き

た

こ
と

を

椰

楡

し

、

批

判

し

て

い
る

よ

う

で

あ

る
。

『
募

句

冊

』

の
同

じ

話

の
中

に
、

中

国

の

「
仙

伝

」

に

つ

い

て

「黄

だ
い
 
 
た
と
 
 
 
 
 
 
ら
ん
さ
い
く
わ
 
 
こ
つ

ば
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ね
 
 
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ら
 
 
 
 
わ
う

ぽ
 
 
 え
う
 
 
 に
 
 
 
 

て
つ
か
い
 
 
が
い
 
 
 に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ろ
う
か
く

帝

の
尊

き

よ

り
藍

菜

和

の
乞
婆

に

い
た

り

て
、
常

に
異

な

る

も

の
は
皆
仙

に
列
ぬ
。

王
母

は

妖

に
似

つ
。

鉄

拐

は

 

に
似

て
、

仙

人

の
楼

閣

は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ば
け
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
つじ
き

ゑ

が
く
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ぽ

つ
か
 
 
 
 
 
 
り

は
く
ら
く
て
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ぐ
ひ
 
 せ
ん
で
ん
 
 
を
さ
 
 
ろ
く

 画
図
を
見
る
も
覚
束

な
く
、
李
白
楽

天

の
思

ひ
よ
ら
ぬ
類
も
仙
伝

に
収
め
録
し
た

る
多
か
り
」
と
述

べ
る
の
と
、

同
様

の
批
判

で
あ
る
に
違

い

な
か

ろ
う
。

今
問
題

の
篁

に
限

っ
て
言
え
ば
、
そ

の
事
跡

に
目
立

っ
た
神
仙
性
は
認
め
ら
れ
な

い
よ
う
で
、
実
際
、
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
、

『
本
朝
列
仙

伝
』

以
前
に
は
明
確

に
篁

を
仙
人
と
し
た
例
は
見
出

し
難

い
の
で
も
あ

っ
て
、
確

か
に
、
篁
を
仙
人
と
見
倣
す

こ
と
に
は
、
都
賀

庭
鐘

な
ら
ず
と
も
大

い
に
疑
問
に
感
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

 

篁
伝

の
典

拠
と
さ

れ

て
い
た
先

の

『
元
亨
釈
書
』
と

『
本
朝
神
社
考
』

は
、
『
本
朝
列
仙
伝
』
が
典
拠
と

し
て
各
標
題
下
に
書
名
を
挙
げ

る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス

こ
と

の

「極

め

て
多

い
」

(古
典
文
庫

「解
説
」
)
両
書

で
あ

る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち

『
本
朝
神
社
考
』

は
、
先

に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

「記
二
霊
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魂
を
飛
ば
す
仙
人

小
野
篁



 

 

ノ
 
 
 
 
ヲ

異

方

術

之

事

こ

(
序

)

と

い
う

下

巻

に

篁

の
事

跡

を

掲

載

し

て

い

た

。

恐

ら

く

は

そ

の

こ
と

が

一
つ

の
大

き

な

要

因

あ

る

い
契

機

と

な

っ
て

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

が

「仙

」

の

一
人

と

し

て

篁

を

取

り

入

れ

る

こ

と

に

な

っ
た

も

の
と

推

測

す

る

こ
と

は

で
き

よ

う

。

そ

れ

は

そ

う

だ

と

し

て

も

、

で

は

よ

り

具

体

的

に

は

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

は

、

篁

の
ど

う

い

っ
た

事

跡

に

特

に
仙

的

な

「
霊

異

方

術

」

を

見

た

の
だ

ろ

う

か

。

『
元

亨

釈

書

』

と

『
本

朝

神

社

考

』

の
記

述

か

ら

出

る

と

こ

ろ

が

な

い

こ

と

、

前

節

に

て

確

認

し

た

通

り

だ

が

、

従

来

か

ら

知

ら

れ

た

事

跡

の
ど

こ

に

仙

的

性

格

を

認

め

て

、

仙

人

の

一
人

と

し

て
篁

を

立

伝

し

た

の

で

あ

ろ

う

か

ρ

 

『
本

朝

列

仙

伝

』

に

お

い

て

は

、

作

者

に

よ

る

評

釈

が

各

伝

の
あ

と

に

付

さ

れ

た

場

合

が

あ

る

が

、

先

の
篁

伝

に

続

い

て

も

、

次

の

通

り

か

な

り

長

文

の

評

釈

が

見

ら

れ

る

。

 

 

ム
カ
ノ
ゴ
カ
ン
 
 
ブ
テ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
ウ
ハ
ウ
サ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 イ
ハ
 
 
 
 イ
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
レ
 
 
シ
ル
モ
ノ

 

 

昔

後

漢

ノ
武

帝

ノ
臣

下

二
。

東

方

朔

ト

イ

ヘ
ル
仙

人

ア

リ

。

世

ヲ

サ

ル

ニ

ノ
ゾ

ン

テ

云

ク

。

今

天

下

ノ

人

ヲ

ソ

ラ

ク

我

ヲ

知

者

ア

ラ

ジ

。

 

 

 

 

 

 

 

ノル
モ
ノ
 
 
タ
イ
ゴ
コ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ン
カ
イ
 
 
 
 
 
 ブ
テ
イ
コ
ノ
ゴ
 
 
キ
ヘ
タ
マ
 
 
 
 
 
タ
イ
ゴ
コ
ウ
 
 
 
 
 
モ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 ナ
ン
チ

 

 

タ

寸

シ

我

ヲ

知

者

ハ
大

伍

公

ナ

ラ

ン
ト

イ

、
テ
。

ツ

イ

ニ
 

解

シ

ヌ
。

武

帝

此

語

ヲ

聞

給

ヒ

テ
。

大

伍

公

ト

イ

フ
者

ヲ

メ

サ

レ
。
.汝

東

方

 

 

 

 

コ
レ
ナ
ニ
ヒ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴ
コ
ウ
チ
ヨ
ク
ゼ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ト
コ
タ
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
テ
イ

 

 

朔

ハ
是

何

人

ト

イ

フ

コ
ト

ヲ

シ

レ
リ

ヤ

ト

。

タ

ヅ

ネ

タ

マ

ヘ
バ

。

伍

公

勅

詔

ノ

ヲ

モ

ム

キ

。

イ

サ

、
カ

モ

シ

ラ

ズ

答

タ

テ

マ

ツ

ル
。

武

帝

 

 

カ
サ
ネ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ナ
ン
ラ
 
 
ノ
ユ
ツ
 
 
 
 
ヱ
 
 
 
 
 
 
 
タ
ツ
ネ
タ
マ
 
 
 
 
 
ゴ
コ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
イ
レ
キ
 
 
ミ
チ
 
 
コ
ヘ
ロ
ヱ

 

 

重

テ

ノ
タ

マ

ハ
ク

。

シ

カ

ラ

バ

汝

何

等

ノ
術

ヲ

カ
得

タ

ル

ソ

ト

尋

給

ヘ

ハ
。

伍

公

カ

イ

ハ
ク

。

我

ス

コ
シ

星

暦

ノ
道

ヲ
意

得

タ

リ

ト

コ
タ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ウ
セ
イ
ミ
ナ
 
 
 
ク
ラ
ヰ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴ
コ
ウ
 
 
イ
ハ
 
 
 
ホ
シ
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ラ
ヰ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

 

 

フ
。

武

帝

又

ノ

タ

マ

ハ
ク

。

シ

カ

ラ

バ

天

ノ

衆

星

皆

ソ

ノ

位

ニ
ア

リ

ヤ

ト

。

伍

公

力

云

ク
。

星

ミ

ナ

ト

モ

ニ
位

ニ
ア

リ

ト

イ

ヘ
ト

モ
。

五

 

 

セ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 サ
イ
セ
イ
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ヨ
ヒ
サ
イ
セ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
タ
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ヘ
ヒ
 
 カ
ン
タ
ン

 

 

星

ノ
中

ニ
テ

歳

星

ヲ

見

サ

ル

コ
ト

。

四

十

年

。

今

夜

歳

星

イ

デ

タ

リ

ト

答

タ

テ

マ
ツ

レ

バ
。

武

帝

大

二
感

嘆

シ

玉

ヒ

テ
。

天

ニ
ア

ヲ

イ

デ

 

 

 

 

 

 

 

ト
ウ
ハ
ウ
サ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
ン
 
 ソ
カ
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ
ノ
ア
ヒ
タ
コ
レ
サ
イ
セ
イ

 

 

ノ

玉

バ
ク

。

東

方

朔

二

十

二
歳

ニ
テ

。

朕

二
仕

テ

ヨ
リ

コ
ノ

カ

タ

十

八

年

其

間

是

歳

星

ナ

ル

コ
ト

ヲ

シ

ラ

ズ

ト

ノ

玉

ヒ

テ
。

ナ

ケ

キ

カ

ナ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ツ
セ
ン
セ
ン
テ
ン
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ア
ン
 
 
 
 
 
コ
ノ
ヨ
 
 
 ヰ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 バ
ク
ン
ン
ヤ
ウ

 

 

シ

マ
セ

タ

マ
フ

ト

ナ

ン
。

列

仙

全

伝

二
見

ヘ
タ

リ
。

コ

レ

ニ
ヨ

リ

テ
篁

ノ

コ
ト

ヲ
按

ズ

ル

ニ
此

世

二
居

タ

マ

ヘ
ル

ア

ヒ
ダ

。

天

二
破

軍

星

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソ
ノ
コ
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
イ
コ
コ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
ノ

 

 

ア

リ

ヤ

。

ナ

キ

ヤ
。

其

比

日

本

ニ

モ
。

大

伍

公

ガ

ヤ

ウ

ナ

ル
者

ア

リ

テ

。

イ

、
シ

コ
ト

カ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ
ツ
セ
ン
セ
ン
テ
ン
 
 
ミ

 

東

方

朔

が

実

は

歳

星

で

あ

っ
た

こ

と

を

、

東

方

朔

去

っ
て
後

に

武

帝

が

知

っ
た

、

と

い

う

話

を

載

せ

て

、

「
列

仙

全

伝

二
見

ヘ
タ

リ

」

(
波

線

部

)

と

記

す

が

、

実

際

、

慶

安

三

年

(
一
六

五

〇

)

和

刻

本

『
列

仙

全

伝

』

巻

二

に
、
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ノ
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 ソ
テ
 
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
ニ
シ
テ
 
 
 
 
ン 
 
 
タ
ル
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ニ
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
ノ
 
ニ
 
 
ク
 
 
 
 
ノ
 
ト

 

 

東

方

朔

…

…

漢

武

帝

時
。
上

書

日

。
…

…

臣

朔

年

二

十

二
。
…

…

可

三
以

為

二
天

子

臣

一
 

。
…

…

朔

将

レ
死

。
謂

二
同

舎

郎

繭
日
。

天

下

人
無

ニ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ト
ノテ

 

 

ク

コ
ト

 

 
ヲ

ノ
ハ
タ

 

ノ
ミ

 

 
チ

 
テ

ノ

ヲ

 

 

ヲ

 

 
ル
ニ

テ
ス

 

 

 
 

ン
ソ

ソ

ス
ル

ク

ル

 

 

能

知

一レ
朔

。

知

レ
朔

者

惟

大

伍

公

耳

。

朔

亡

。

後

武

帝

得

レ
此

語
。

召

二
大

伍

公

噛問

レ
之

。

答

以

二
不

知
。

帝

日
。

公

何

所

レ
能

。

日
。

頗

 

 

ス
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
フ
 
 
 
 
ニ
 
リ
ヤ
 
ニ

ヤ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リ

ル
コ
ト
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
 
 ノ
ミ
 
 
 
 
テ
 

ニ

シ
テ

ク
 
 
 
 
 
 
ル
コ
ト

カ
 
ニ

 

 

善

二
星

暦

舶

帝

問

諸

星

具

在

レ
度

否

。

日
。

諸

星

皆

在

。

独

不

レ

見

二
歳

星

一
四

十

年

。

今

復

見

耳

。

帝

仰

レ
天

嘆

日
。

東

方

朔

在

一一朕

傍

十

 

 

 

 

 

ノテ
 
 
 
 
タ
ル
コ
ト
ヲ
 
 
 
 
テ
 
 
ト
ノ
テ

 

 

八

年

。

而

不

レ
知

レ
為

二
歳

星

而

嘗

惨

然

 

不
レ
楽

玉

ハ

と

、

対

応

す

る

記

事

が

見

ら
れ

る
。

『
本

朝

列

仙

伝

』

は
、
『
列

仙

全

伝

』

の

右

記

事

に

拠

っ

て
東

方

朔

の
事

跡

を

掲

げ

、

そ

の
う

え

で

そ

れ

と

、

 

 

 

バ
グ
ン
ノ
ヤ
ウ
ケ
シ
ン

篁

が

「
破

軍

星

化

身

ナ

リ

」

(前

節

所

引

『
本

朝

列

仙

伝

』

実

線

部

⑤

)

と

伝

え

ら

れ

て

い

る

こ

と

と

を

対

比

し

て

い

る

の

で
あ

る
。

 

一
方

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

は
全

体

の

末

尾

に

、

「本

朝

列

仙

伝

不

審

問

答

」

と

題

し

て

、

「
問

答

形

式

に

よ

る
解

説

」

(古

典

文

庫

「解

説

」
)

を

付

し

て

い

る

が

、

そ

の
中

に

、

人

丸

と

業

平

そ

し

て
篁

を

仙

人

と

し

て

列

し

た

理

由

を

述

べ

る

部

分

が

、

 

 

 

 

 

 

タ
カ
ム
ラ
ナ
リ
ヒ
ラ
 
 
 
 
 
ソ
ノ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ン
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
ツ

 

 

又

問

人

丸

篁

業

平

ナ

ド

ハ
其

死

日

年

月

ト

モ

ニ
タ

シ

カ

ナ

ル
書

ニ

ア

ラ

バ
セ

リ
。

シ

カ

ル

ヲ
今

仙

人

ノ

列

ニ
イ

ル

、

コ
ト

ハ
ナ

ン
ゾ

 

 

 

 
コ
タ
ッ
 
 
 
 
 
コ
ノ
シ
ウ
チ
ウ

 

 

ヤ

。

答

我

モ
亦

此

衆

中
仙

ニ
ナ

リ

タ

ル

モ
。

又

天

ニ
ノ
ボ

リ

タ

ル

モ

タ

シ

カ

ニ
見

ト

、
ケ

ザ

レ

バ

シ

ラ
ズ

。

コ
レ

モ
ナ

ニ
ノ

ヨ

ン

ド

コ

ロ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
カ
ム
ラ
 
 バ
 
 ノ
ノヤ
ウ
 
セ
イ
 
 
 
 
 
ナ
リ
ヒ
ラ
 
 
ヨ
ノ
ノ
 
 
カ
バ
ヵ
ミ

 

 

ア

リ

テ

ヤ

人

丸

ハ
化

人

ナ

リ

。

ヲ

ハ
リ

ト

コ

ロ
ヲ

シ

ラ

ズ

ト

イ

、
。

篁

ハ
破

軍

星

ノ
精

ナ

リ

。

業

平

ハ
吉

野

ノ
河

上

ニ
イ

リ

テ

。

仙

ト

ナ

 

 

 

 

 

ノヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ン
 
ノ
ラ
ネ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
ナ
コ
レ
コ
 
キ
 
 
ト
フ
リ

 

 

ル
ト

。

書

ニ
ノ

ス

ル

ニ
ヨ

リ

。

此

伝

二
列

タ

リ

ア

ニ

コ
レ

ヲ

ワ

タ

ク

シ

ニ
セ

ン

ヤ

此

三

人

ニ
カ

ギ

ラ

ズ

。

皆

是

古

記

ノ

通

ヲ

モ

ツ

テ
。

シ

 

 

ル
セ

ル

ナ

リ

。

と

見

え

る

。

篁

に

つ
い

て

は

、

破

軍

星

の
精

で

あ

る

と

書

に

記

さ

れ

る

こ

と

に

基

づ

い

て

立

伝

し

た

の
だ

、

と

明

か

し

て

い

る

(実

線

部

)
。

 

評

釈

部

分

と

「
不

審

問

答

」

と

、

右

の

両

者

の

記

述

を

合

せ

る

に

、

篁

を

破

軍

星

の
精

で

あ

る

と

す

る

所

伝

に
特

に

注

目

し

、

そ

れ

に

類

似

し

て

歳

星

で

あ

る

と

言

わ

れ

て

い

て

、

し

か

も

『
列

仙

全

伝

』

に

立

伝

さ

れ

て

い

る

仙

人

・
東

方

朔

と

対

比

、

そ

の
結

果

と

し

て

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

は

、

篁

に
仙

的

性

格

を

認

め

て

篁

を

東

方

朔

と

同

様

の
仙

人

と

し

て

立

伝

し

た

、

と

い

う

よ

う

な

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

 

し

か

し

、

篁

を

立

伝

し

た

理

由

は

、

果

し

て

右

の

こ
と

だ

け

で
あ

っ
た

ろ

う

か

。

破

軍

星

の
精

で

あ

る

と

い
う

以
外

の
事

跡

に

も

、

仙

的

性
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ノ
チ
 
 
 ヤ
サ
カ
 
 
サ
ト
 
 
ダ
ウ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ノ
チ
 
 
 
 
 
 
 
 
 ウ
セ
タ
マ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぴ

格

を

認

め

て

い
な

か

っ
た

ろ

う

か
。

例

え

ば

、

「後

二
八
坂

ノ
郷

六
道

ト

云
処

ニ
テ
。

何

地

ト

モ
ナ
ク

失
給

フ
ト

ナ

リ
」

(前

節

所
引

『
本

朝

列

仙

伝
』

実

線

部
④

)

と

い
う

の
な

ど

は
、

神

仙

・
仙

人
に

つ
い
て
し
ば

し
ば
伝

え

ら

れ

る
行

方

不
明

・
終

焉

不

明

の
行
状

に
相
当

す

る
も

の
と

捉

え

て

い
た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か

(例

え
ば

右

引

「不
審

問

答

」
波

線

部

に
見

ら

れ

る

の
と

同
様

に
)
。

も

つ
と

も
、
『
本

朝

列
仙

伝

』

自

ら

が
先

の
通

り
立

伝

理

由

を

明

言

し

て

い
る

の
で
あ

っ
て
、

そ

れ

以
上

の
詮

索

は

不
要

で
あ

る
と
言

う

べ
き

か
も

し
れ

な

い
。

だ

か
ら

こ
そ
、

小

論
副

題

に
偽

り
な

く

、

文
字

通

り

の
ま

さ

に

「贅

注

」
と

い
う

こ
と

に
も
な

る

の
だ

が
、

敢

え

て
右

の
問

題

に
拘

っ
て
あ

れ

こ
れ

詮
索

を
試

み

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

キ
ン
チ
ウ

る

こ
と

に
し
た

い
。

た

だ
、

こ

こ
で

は
右

の
行

方

不

明
記
事

で
な

く
、

魂

を

冥
途

に
飛
ば

し

て

い
た

と

い
う

有

名
な

話

「身

ハ
禁

中

ニ
ア

リ
ナ

 
 

 

ノン
 
 ト
バ
 
 
 
 
 
エ
ン
ラ
ワ
ウ
グ
ウ

ガ

ラ
。

神

ヲ
飛

シ
テ
。

談

羅

王
宮

ニ
イ

タ

ル

コ
ト

ヲ
ナ

ス
ト

イ

ヘ
リ

」

(前
節

所

引

『
本
朝

列
仙

伝
』

波
線

部

)

に
特

に

注

目
し

て
、

『
本

朝

列

仙

伝

』

が

そ

れ
を

、

仙
的

性
格

を

帯

び

た

も

の
と

し

て
捉

え

て

い
た

可
能

性

に

つ
い
て
詮
索

し
よ
う

と

思

う
。

三

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ンン 
 
ト
パ

 
右

の
話

は
、
篁

が

「身
」

は
そ

の
ま
ま

に

「神

ヲ
飛

シ
テ
」
瑛
羅

王
宮

に
通

っ
て
い
た
、

と
伝

え
る
。
詮
索

に
は

い
る
前

に
、
自
明

の
こ
と

で
も
あ

ろ
う
が
ま
ず

は
、
瑛
羅
王
宮
あ

る
い
は
冥
途

に
通

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
が
、
基
本
的

に
、

「身
」
を
離

れ
た

「神
」
、
す
な
わ
ち
遊
離

魂

で
あ

っ
た
と

い
う
点

に

つ
い
て
、
確

認
し
て
お
き
た

い
。

 
先
引

『
元
亨
釈
書
』
満
米
伝

は
、
篁

に

つ
い
て

「身
列
二
朝
班

一而
神
二
遊
瑛
宮

二

と
、

「身
」
と
は
別
に

「神
」
の
み
が
瑛
宮
に
至

っ
た

こ
と

を
明
記
す
る
。
同
伝

は
矢

田
寺
縁
起

と
し
て

の
内
容
を
備
え
て

い
る
が
、
矢

田
寺
縁
起
を
伝
え
る
他

の
諸
文
献

で
も
、

 
 

野
相
公
者
、
身
錐
レ
在

二
本
朝

{
魂

仕
二談

魔
庁

顧ゆ 
 

 
 

 
 

(護
国
寺
本

『
諸
寺
縁
起
集
』
所
収

「矢

田
寺
縁
起
」
、
校
刊
美
術
史
料
)

 
 
身

ハ
朝
廷

二
列
テ
瑛

王
宮

二
神
遊

シ
玉

ヘ
リ
。 
 

 
 
 

 
 
 

 

, 

(十
四
巻
本

『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
巻
十
三
9
、
古
典
文
庫
)

と
、
閻
魔
庁

に
至

っ
た

の
が
魂

で
あ
る

こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
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ま
た
、
篁

が
閻
魔
庁

に
仕
え
て
い
た

こ
と
は
、
矢

田
寺
縁
起
と
結

び
付

い
た
の
で
は
な

い
、

い
わ
ゆ
る
冥
官
説
話
と
し
て
伝

承
さ

れ
て
も
お

り
、

種

々
の
文
献

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
も
、
基
本
的

に
魂
が
遊
離
し

て
冥
途
に
赴

い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
そ

の
こ
と
に
直
接
言

及
し
た
例
も
、

 
 
炎
魔
宮

ノ
第

三
ノ
冥
官
.
化
生
ナ
ル
故

二、
身
ハ
仕
ユ
朝
庭

㌔魂

ハ
通
寄
冥
途

.㌔。 
 

(『
一二
国
伝

記
』
巻
四

・
18
、
三
弥
井
書
店
刊

「中

世

の
文
学
」
)

 
 
俗
説

云
、
小
野
篁

、
身
は
朝
廷
に
在
な
が
ら
、

一
日
に
二
時
づ

、
た
ま
し
ゐ
を
地
獄
に

つ
か
は
し
て
冥
官
と
な
れ
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
広
益
俗
説
弁
』
巻

八
、
東
洋
文
庫
)

と
見
ら
れ
た
り
す

る
。

い
ず
れ
も
、
魂

の
み
が
冥
途
あ

る
い
は
地
獄
に
至
り
、
冥
官
と
な

っ
て

い
た
と
記
す
。

た
だ
、
後
者
は
、
掲
げ

た

「
俗

説
」
を
否
定

し
て
、

「…
…
い
は
ん
や
身

は
人
間

に
在
な
が
ら
、
た
ま

し
ゐ
を
冥
府
に
あ
そ
ば
す
る

の
理
あ
ら

ん
や
」
と
記
し
た
り
も

し
て
い

る
が
。

 
あ

る

い
は
、
右

の
よ
う
な
直
接
的
記
述

が
な
く

て
も
、
魂
だ
け
が
遊
離

し
て
冥
途
に
通

っ
て

い
た
も

の
と
推
測
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
。

 
篁

の
舅
が
、
冥
途

に

て
冥
官

で
あ

る
篁

に
助
け
ら
れ
蘇
生
し
た
あ
と
、
篁

の
妻

で
あ

る
娘

に
篁

の
様
子
を
尋
ね

る
と

い
う
場
面
に
、

 
 
サ

テ
、
大
臣

ノ
、

ヒ
メ
キ
ミ

ニ
、
此

ノ
宰
相
、
イ
ヵ
ナ

ル

コ
ト
カ
ア

ル
ト
問
タ

マ
ヒ
ケ

レ

ハ
、

ヒ

ノ
三
 
、

ヨ
ル
三
時
、
ネ

フ

ノ
コ
ト
ナ

 
 

ム
侍
ト

コ
タ

ヘ
ケ

レ

ハ
、
ソ
レ
、
シ
カ
ア
ラ
ム
。
カ

レ

ハ
、
閻
魔

王
宮

ノ
執
筆

ノ
大
臣

ニ
テ
ァ
ル
ナ
リ
ト
ノ
タ

マ
ヒ
ケ

レ

ハ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
、
永
青
文
庫
叢
刊
)

 
 
娘

に
い
ひ
け

る
は
、
た
か
む
ら

は
ふ
し
ぎ

の
人
な

り
、
な
に
に
て
も
思

ひ
合
す
る
事
は
な
き
か
、
と
と
ひ
け
れ
ば
、
む
す
め

の
い
は
く
、

さ
れ
ば
、

一
夜

の
う
ち
に
、

二

・
三
時
が
あ

い
だ
、
身

を
き
る
と
も
お
ー
え

 
ー
カ
り
 
よ
く

い
ね
 
る
事
有
、
と

い
ふ
。

そ
れ
よ
り
し

て
ぞ
、
を

の

」
た
か
む
ら
は
、
ゑ
ん
ま
わ
う
ぐ
う
に
通

て
、

一
切
し
ゆ
じ
や
う

の
ぜ
ん
あ
く
を

し
る
す
筆
と
り
な
り
、

と
世

の
人

い
ひ

つ

た

へ
た

る
也
。
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(『
雑

々
集
』

「を

の
㌧
た
か
む
ら

の
事
」
、
古
典
文
庫
)
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と

見

え

る
。

共

に
篁

の
睡

眠

の
あ

り
方

に
注

意
さ

れ

て

い
る
。

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
し
や
う
ろ
く
だ
う

 

こ
れ

ら
事

例

に

つ
い

て
は
、

後

世

の
も

の
だ

が
、

『
拾

遺

都
名

所

図
会

』
巻

三

「生

六
道

」
条

(新

修

京

都
叢

書

)

に
、

 

 

こ
の
ち
 
し
や
う
ろ
く
た
う
 
 
 
 
 
 
 
のし
た
か
む
ら
へい
せ
い
 
 
 
 
 
 
 
め
い
と
 
 ゆ
き
あ
 
 
 
 
 
ゆ
く
 
 
 ら
く
と
う
ろ
く
は
ら
 
 
 
 
 
 
 
 ち
ん
く
は
う
じ

 

 

此

地

を
生

六
道

と

い
ふ

は
、

小
野

篁

平

世

心

に
ま

か

せ

て
冥

土

に
往

来

せ
り
。

其
行

に

は
洛
東

六
波

羅

の
ひ
か

し
六
道

珍

皇
寺

よ

り
至

 

 

 

か
へり
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
 
 
 
 
 
 
た
か
 
ら
 
つ 
 
 
 
い 
 
 
 
 カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
い
と
 
 た
ま
し
 
 
いた

 

 

り
、

還

に

は
す

な

は
ち

此
所

よ
り

現
ず

。

故

に
名

と

せ

り
。

篁

は
常

に
睡

眠

を

深
く

せ

り
。

此
時

冥
途

に
魂

は
至

り

し
と
。

と

記

さ

れ

る

の
が

参

考

に
な

ろ

う
。

こ
れ

に
よ

る
に
、

先

の
事

例

い
ず

れ
も
、

睡

眠
中

に
魂

だ
け

が

冥
途

に
通

っ
て

い
た
、

と

い
う

こ
と

の
よ

う

で
あ

る
。
魂

が

抜

け

出

て

い
る

か
ら

こ
そ
、

「身

を
き

る
と

も

お

ぼ

え

ぬ
ば

か
り

」

(右

引

『
雑

々
集

』
)

「深

く
」

(右

引

『
拾

遺

都

名

所

図

会

』
)

眠

る

の
だ

と
考

え

ら

れ
た

に
違

い
な

い
。

遊

離

魂

と

睡

眠

あ

る

い
は
夢

と

の
深

い
連

関

は
、

例

え
ば

中

国

の

『
離
魂

記

』

や

後

述

の
喩

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
ハ 
り

一
陽

の
事

例
等

な

ど
広

く

見

ら

れ
、

種

々
論

じ
ら

れ

て

い
る

と

こ
ろ

で
も
あ

る
。

 

 

篁

昼
在

二
日
本

国

司
夜

在

二
閻
魔

庁

一
為

二
冥
官

↓ 

・ 

 

 

 

(『
帝

王
編

年
記

』
仁

寿

二
年

十

二
月

二
十

二

日
、
新

訂
増

補

国

史

大

系
)

あ

る

い

は
、
中

国

の
柳

智
感

の
話

、

 

 

其

ノ
後

、

日

慕

二
至

舷
レ
、
吏

来

テ
、

智

感

ヲ
迎

ヘ
テ
、
彼

所

二
至

ヌ
。

明

舷
レ
、

亦
、

家

二
令

還

シ
ム
。
此

レ
、

昼

夜

ノ
事

也

。

夜

ハ
冥

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

ノ                                                        ノ

 

 

途

ノ
事

ヲ
判
ジ
、

昼

ハ
県

ノ
職

二
臨

テ
、

常

掠
事

ト
ス
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『
今

昔

物
語

集
』

巻

九

39
、

日
本
古

典

文
学

大

系

)

に

お

い
て
、
夜

の
み

冥
途

に
通

っ
て

い
た

と
さ

れ

る

の
も

、

睡

眠
中

の
魂

の
遊

離

と

い
う

こ
と

が
関

わ

っ
て

い
る
だ

ろ
う

か
。 

 

 

 

 

、

 

死
後

に

は
通
常

、

肉

体

は

こ

の
世

に
遺

体

と

し

て
残
さ

れ

、

分
離

し
た
霊
魂

だ

け

が

冥
途

や

地
獄

に
至

る
と
さ

れ

る

し
、

種

々

の
蘇

生
讃

に

お

い
て

も
、

霊
魂

の
み

が
冥

途

に

至

っ
た

あ

と

に
、

こ

の
世

に
残
さ

れ

た
肉
体

に
戻

っ
て
き

て
蘇

生

し
た

り
す

る
。

そ
れ

ら

に
準

じ

て
篁

の
冥

途

通

い
が
捉

え

ら

れ

た
な

ら
ば

、
魂

の
み
が

冥
途

に
通

っ
て

い
た

と

い
う

理
解

が
な

さ

れ

る

の
は
、

当

然

の

こ
と

で
も
あ

っ
た
。

 

た
だ

し
、

魂

の
み

が

冥
途

に
通

っ
て

い
た

と
常

に
考

え

ら
れ

た

わ
け

で
は
必
ず

し
も

な
く

、
魂

が
遊

離

せ
ず
肉

体

ご

と

冥
途

に
至

っ
て

い
た

と

い
う

認
識

あ

る

い
は

誤
解

が

行

わ

れ

る

こ
と

も
あ

っ
た

の

で
は
な

い
か

と
思

わ

れ

る
。
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ノ
チ
 
 
ヤ
サ
カ
 
 サ
ト
 
 ダ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ゾ
チ
 
 
 
 
 
 
 
ウ
セ
タ
マ

 

例

え
ば

、

先

引

『
本

朝
列
仙

伝
』

篁

伝

も

「後

二
八
坂

ノ
郷

六
道

ト

云
処

ニ
テ
。

何
地

ト

モ
ナ

ク
失

給

フ
ト

ナ

リ
」

(傍

線

部

④

)

と

記

し
、

よ
り

早

く

『
和

漢

朗

詠

集

永
済

注
』

に
も

「塔

ノ
ホ
ト

リ

ニ
テ
、

車

ナ

カ

ラ
、

地

ノ

ソ

コ

ヘ
イ

リ

ニ
ケ

リ
。

其

後
、

ナ

カ

ク

ミ

ヘ
ス
ト

ソ
」
、

 

 
 

 

 

 
 

 
ハヨ
リ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヲ
タ
ギ

ノ
 
 ニテ

 

 
ヲ
ケ
ハ
ソ
テ

 
ノ

ニ
リ

ヌ

『
篁

山

竹
林

寺

縁

起

』

(瀬
戸
内

寺

社
縁

起

集
)

に
も

「愛
宕

寺

之

前

而

大

地
蹴
破

而
地

底

入
畢
」

と

見
ら

れ

た

り
す

る
、
肉

体

ご

と

姿

を

消

す

行
方

不

明

の
伝

承

が

、
混
同

を
呼

ん

で
、
肉

体
ご

と
冥

途

に
通

っ
て

い
た
と

い
う

誤
解

を
生

む

可
能
性

も
考

え
ら

れ

よ

う
。

ま

た
、
『
珍

皇
寺

参

詣

曼
茶

羅
』

に

「
小

野

の
た

か
む

ら

め

い
と

へ
の
御

か
よ

ひ

の

い
け
」
が
描

か
れ

て

お
り
、
六
道

珍
皇
寺

(京

都

市

東

山

区
)

に

は
現
在

も
、

そ

の
本
堂

裏

に

「
小

野
篁

冥
途

通

い

の
井

戸
」

が
存

す

る

こ
と

、

よ

く
知

ら

れ

る
通

り

で
あ

る
が
、

そ

う

し
た
物

の
出

現

が

、
肉

体

ご

と

の
冥

途

通

い
を

人

々
に
想

像

さ

せ
る

面

も

あ

っ
た

か

も

し
れ

な

い
。

ま

さ

に

そ

こ
か

ら

冥
途

に
通

っ
て

い
た

と

い
う

井

戸

な

ど
を

前

に

し

た

な

ら

ば

、
篁

が
肉

体

ご

と

そ

こ

へ
入

っ
て

い
く
姿
を

、

人

々
が
想

い
描

い
た
と

し

て
も

お

か

し
く
な

い
だ

ろ

う
。

実
際

、

井

戸

の
前

の
踏

石

の
凹

み

に

つ
い

て
、

冥
途

に
通

っ
て
い
た
篁

の
足
跡

で
あ

る
と

い
う

寺

院

側

の
伝

承

を
伺

っ
た

こ
と

が
あ

る
が

、

そ
れ

な

ど

は
明

ら

か
に

、
肉

体

ご

と

冥
途

に
通

っ
て

い
た

と

い
う
理
解

を

前

提

と

し

て
生

ま

れ
た

も

の

で
あ

る

に
違

い
な

い
。

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
ハる
り

 

あ

る

い
は

、

現
身

往

生

と
い
う
思

想

、

ま

た
、

そ

の
具
体

的

な

話

が
、

平

安
中

期

頃

か
ら

あ

る
程

度

の
流

行

を

見

せ

る
が

、

そ

の

こ
と

が
、

肉

体

ご

と

冥
途

に
通

っ
て

い
た

と

い
う

よ
う
な

理
解

を

導

く

こ
と

も

あ

つ
た

か

も

し
れ
な

い
。

現
身

往

生

と

は
、

例

え
ば

『
今

昔

物

語
集

』

巻

十

五

20
に
お

い

て
、

「『
然

レ
バ
薬

連
、

現
身

二
往
生

セ
ル
也

』
準
云
テ
、
皆

人

、
涙

ヲ
流

{〃
貴

ヒ
悲

兜
ヶ
」
と

い
う
薬

連

の
話

に

対

し
、

「此

ヲ
思

フ
ニ
、

往

生

ス
ル
事

、
常

事

也

ト
云

ヘ
ド
モ
、
身

体

ヲ
留

メ
テ
、
其

ノ
相

ヲ
現

ハ
ス
。

…

…
然

レ
バ
、

只
、
此

ノ
身
乍

ラ
往

生

セ
ル
事

ハ
不
有

シ
。

…

…

」
と

い

っ

た
話

末

評

語

が

付

さ

れ

る
よ
う

に
、

こ

の
世

で
の
肉

体

す
な

わ

ち

現
身

を

持

っ
た

ま

ま
極

楽
往

生

す

る
と

い
う

、

通
常

あ

り
得

な

い

こ
と
な

の

で
あ

っ
て
、

そ

う

し
た
肉

体
ご

と

の
極

楽

往
生

が

可
能

で
あ

る
な

ら

ば
、

肉

体
ご

と

の
冥
途

通

い
も

可
能

だ

ろ
う

、

と

い
う

よ
う

に
考

え

ら
れ

て
も

お

か

し

く

な

か

ろ
う

。
実

際

、

『
今

昔

物

語
集

』
巻

六

39

「震

旦
法

祖

、
於

閻

魔

王
宮

講

榜

厳
経

語
」

は
、

肉

体

ご

と

冥
途

に

至

っ
た
と

い
う

話

に
な

っ
て

い

る
。

閻
魔

王
宮

で
首
榜

厳

経

を
講

じ
て

い
た

と

い
う

法

祖

の
話

だ

が
、
出
典

の

『
三
宝

感

応

要
略

録

』
巻

中

21
に

は
な

い
、

29
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「『
法

祖

法

師
、

未
ダ
命

不
終

ガ
シ
、
此

ノ
身

乍

一フ
閻
羅

王

ノ
宮

二
行

テ
、
経

ヲ
講

ジ
テ
罪

人

ヲ
救

フ
。

此

レ
、

只
人

二
非

ズ
』
ト
皆

人
、

知

ヌ
」
と

い
う

記
述

が

加

え

ら

れ

て

い
る

(新

日
本

古

典

文

学
大

系

脚

注
等

)
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

`

 

こ

の
よ

う

に
、
篁

が
肉

体

ご

と

冥
途

に
通

っ
て

い
た

と

い
う

認
識

、

誤
解

が

行

わ
れ

る

こ
と

も

少
な

か
ら
ず

あ

っ
た

ろ

う

と
考

え

ら

れ

る
。

し
か

し
な

が

ら

、

そ

れ

は
飽

く
迄

例

外
的

で
あ

っ
て
、

そ

う

し
た
例

外

的
な

理
解

も

一
方

で
は
行

わ

れ

つ
つ
も

、
魂

の
み
が

冥
途

に
通

っ
て

い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ
ン
チ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノン
 
 
ト
バ
 
 
 
 
 
 
エ
ン
ラ
ワ
ウ
グ
ウ

た

と

い
う

の
が

、

通
常

の
基

本
的

な

捉

え
方

で
あ

つ
た

に
違

い
あ

る
ま

い
。

「身

ハ
禁

中

ニ
ア

リ
ナ

ガ

ラ
。

神

ヲ

飛

シ
テ
。

瑛

羅

王
宮

ニ
イ

タ

ル

コ
ト

ヲ

ナ

ス
ト

イ

ヘ
リ

」

(先

引
波
線

部
)

と

記

す

『
本

朝

列
仙
伝

』

も
ま
さ

に
、

そ

の
通
常

の
捉

え
方

に
従

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

 

 

 

 

 

四

 
さ

て
、
魂

を

抜

け

出

さ

せ

て
、

遠

隔

地

あ

る

い
は
異

界

に

至
ら

せ

る

と

い
う
話

は
種

々
数
多

い
こ
と

だ
ろ

う
が

、

中

国

の
神

仙

世
界

や

そ

の

周

辺

に

お

い
て
も

行

わ

れ

て

い
た

。

 
例

え

ば

陳

永

正
主

編

『
中

国
方

術

大

辞

典
』

(中

山
大

学

出

版

部

、

一
九

九

一
年

)
が

「神
游

」
条

に

「指

所

謂
霊

魂

出
籔

、

作

超

越

時

間

与

空

間

的

体

験

」

と

解

説

し

た
う

え

で
挙

げ
、

他

の
諸

辞

書

も

「神

游

」

の
用

例

と

し

て
引
く

こ
と

の
多

い
も

の
に
、
『
列

子
』

周
穆

王

(新

釈
漢

文

大

系
)

に

見
ら

れ

る

例

が
あ

る
。

 

 

周

穆

王
時

、

西
極

之

国

、
有

二
化

人

一来
、

…
…

王
執

二
化

人

之
怯

↓
騰

而
上
者

、
中

天

逼
止

。

甕
二
及

化
人

之
宮

∵

…

-
王
自

以

、

居
数

十

 

 

年
。

…

…
請

二
化

人

㈲求
レ
還

、
化

人
移
レ
之
、
王
若
レ
碩
レ
虚

焉
。

既
膳

、
所

レ
坐

猶

饗
者

之

処
、
侍
御

猶

響
者

之

人
。

視

二
其

前

剛
則

酒

未
レ
清

、

 

 

肴

未

沸
。

王

問
レ
所

二
従

来

而
左

右

日
、

王
黙
存

耳
。

…

…
更

問

二
化
人

司

化
人

日
、

吾

与
レ
王
神

游

也
、

形
愛

動

哉
。

 

穆

王

が

化

人

と

共

に
そ

の
宮

に

至

り
、

そ

こ
で
数

十
年

間

過
ご

し

た

と
思

わ

れ

た
あ

と
還

さ

れ

て

み
る

と
、
従

前

の
ま
ま

の
場

所

に
座

っ
て

い
て
大

し

て
時

間

も
経

過

し

て

い
な

か

っ
た
。

左

右

の
者

に
尋
ね

る
と

、

た
だ

黙

っ
て

じ

つ
と

し

て

お
ら

れ
た

だ

け
だ

と

い
う
。

そ

こ

で
、
後

30



に
例

の
化

人
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、

「吾
与
レ
王
神
游
也
、
形
璽
動
哉
」

(傍
線
部
)
と
答
え
た
。
太
田
玄
九

『
張
注
列
子
国
字
解
』

(漢
籍
国
字
解

全

書
)

は

「吾

れ
王
と

た
ま
し

ひ
が

つ
れ
立

て
あ

そ
び
に

い

つ
た
、
形
が
う
ご
く

で
は
な

い
」
と
釈
す

る
。
青
木

正
児

「神
仙
説

か
ら
見
た

『
列
子
』
」

(『
青

木
正
児
全
集
』

巻

二
)

は
、
右
記
事
を
、

「『
列
子
』
中

で
神
仙
説

に
関
す

る
主
な

る
記
事
」

「
六
種
」

の
う
ち

の

一
つ
と

し
て

挙
げ

て
、

「本

く
所
は
多
分
方
士
等

の
魔
術
談
か
ら
得
た
も

の
で
、
神
仙
家

の
説

の

一
端
を
見

る
に
足
る
で
あ
ら
う
」

と
す

る
。

 
『
中

国
方
術
大
辞
典
』

は
ま
た
、

「
出
神
」
条

に

「据
説
得
道
之
士
能
令

元
神
脱
離
自
身
躯
体
、
游

至
凡
百
里
外
。

又
称

『
神
游
』
」
と
解
説

し

て
、
『
漢

天
師
世
家
』
や

『
鉄
囲
山
叢
談
』
に
載

る
事
例
を
掲
げ

る
。

 
有

名
な

『
長
恨
歌
伝

』

(新
釈

漢
文
大
系
)
に
も
見
え
る
。

 
 

適
有
二
道

士
自
レ
蜀

来
司
知
下
上
皇
心
念
二
楊
妃

噌如
上
レ
是
、
自
言
、
有
二
李
少
君
之
術

舶
玄
宗
大
喜
、
命
致
二
其
神

一ゆ
方
士
乃
喝
二
其
術

凹以
索

 

 

レ
之

、

不
レ
至

。

又
劃

気

、

出

二
天

界

一没
二
地
府

噛
以
求

レ
之
、

不
レ
見
。

蜀
か
ら
来
た

一
人

の
道

士

(方
士
)
が
、
玄
宗

の
た
め
に
楊
貴
妃

の

「
神
」
を
探

し
求

め
る
こ
と

に
な

る
が
、

そ

の
際
、
自

ら
の

「神
」
す
な

わ
ち
魂

を
遣

っ
て

(傍
線
部
)
、

天
界
か
ら
地
府

に
至
る
ま
で
捜
索

し
た
と

い
う
。
『
楊
太
真
外
伝
』
に
も

ほ
ぼ

同
じ
記
事

が
見
え
る
。
神
仙

・

仙
人

で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
近

い
道
士

・
方

士
の
具
体
的
な
話
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
ま
た
、
『
梅
妃
伝
』

(説
郭
巻

三
十
八
)

に
も
、

 
 

上

又
命
二
方

士

叫
飛
レ
神
御
レ
気
、
潜

二経

天
地

↓
亦

不
レ
可
レ
得
。

と
、
方
士
が
魂
を
飛
ば

し
て
梅
妃
を
探
し
た
と

い
う
、

同
様

の
内
容
が
見
ら
れ
る
。 

 
 

' 
 
 

 
 
 
 

・

 

最
近

の
大
形
徹

『
魂

の
あ
り
か
 
中
国
古
代

の
霊
魂
観
』

(角
川
選
書
、
平

12
)
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
明

の
周
履
靖

に
よ
る
、

道

教

の
養

生
術

の

一
つ
で
あ
る
導

引
に

つ
い
て
の
書

『
赤

鳳
髄
』

(蔵
外
道
書
第
九
巻
)
が
、
喩

一
陽
と

い
う
人
物

に

つ
い
て

「真
神
蜆

化
、

出
離
生

死
」
と
記
す
と
共

に
、

「睡
功

と

い
う
睡
眠
中

の
気
功
」
を
行

っ
て
い
る
喩

一
陽

の
絵
も
載

せ
て
い
る
。

「
頭
頂
か
ら

マ
ン
ガ

の
吹
き
出

し

の
よ
う
な

も

の
が

描

か
れ
」
、
さ

ら
に
そ

の
中
に

「小
さ
な

人
」
が
描

か
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

「
喩

一
陽

の
頭
部

か
ら
ぬ

け

で
る

『
真

魂
を
飛
ば
す
仙
人

小
野
篁
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神

』
」

「
す

な

わ

ち

魂

で

あ

ろ

う

」

と

さ

れ

る

。

 

さ

ら

に

、

大

形

著

書

も

「魂

を

ぬ

け

だ

さ

せ

る
仙

人

」

の
事

例

と

し

て
特

に
挙

げ

る

も

の

に

、

八

仙

の

一
人

、

鉄

拐

に

つ

い

て

の
著

名

な

話

が

あ

る

。

明

の

『
東

遊

記

』

な

ど

に

も

記

さ

れ

る

と

こ
ろ

だ

が

、

こ

こ

に

は

『
列

仙

全

伝

』

巻

一
の

鉄

拐

伝

を

挙

げ

て

お

こ
う

。

 

 

 

 

 

 

 

ハ
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ノ
テ
 
ク
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
ス
ル
 
ヲ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テ
 
テ
 
 
 
ニ
 
 
 
ル
ニ
 
テ
ス
 
 
 ヲ

 

 

鉄

拐

先

生

。

李

其

姓

也

。

質

本

魁

梧

。

早

得

レ
道

。

修

二
真

巌

穴

一時

。

李

老

君

与

二
宛

丘
先

生

↓

嘗

降

二
山

斎

司

講

以

二
道

教

司

一
日
先

生

 

 

ニ
 
 
カ
ン
ト
 
 
 
ノ
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
ノ
テ
 
 
 
ニ
 
 

ク
 
 
 
カ
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
モ

ノ
 

 
 
 
ノ
テ
 
 
 
 
ノ
ハ
 

ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ノ
 
ヲ
 
カ

ニ
 
ル

 

 

将

レ
赴

二
老

君

之
約

於
華

山

司
嘱

二
其

徒

一
日
。

吾

醜

在
レ
此
。

憾
淵
魂

七

日
。

而

不
レ
返
。

若

甫

可
レ
化

二
吾
醜

一也
。

徒

以
レ
母
疾

迅

帰

。

 

 

ト
ノテ

 
 
六
恥
.而
仏
之
・
先
生
》

七
段
展
.胤
・
先
臨

鉦
…レ
依
・
乃
陽
二

餓
製
之
5

而
尋

娩
肱
豊

耐
叫
.指
翼

罠
 
・

約
束
通

り
老
君

に
会

い
に
華

山

へ
行

く

の
に
、
魂

の
み
遊
ば
せ

て

(二
重
傍
線
部
)
至

っ
た
、
と
す

る
。

と

こ
ろ
が
、
そ

の
間
に
、
留
め
お

い

た
肉
体

が
失
わ
れ

て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
仕
方
な
く
、
足

の
不
自
由
な
行
き
倒
れ

の
死
体

に
宿

っ
た
と

い
う
。

「
こ
こ
で
は
仙

人
は
自
由

に
魂

を

ぬ
け
だ
さ

せ
て
、
遠

く
離

れ
た
と

こ
ろ
ま

で
自
由

に
行
け

る
存
在

と
し
て
描

か
れ
て

い
る
」

(大
形
著
書

一
五
八
頁
)

の
で
あ
る
。

 
な

お
、

こ
の
鉄
拐

の
日
本

に
お
け
る
受
容
と
定
着
に

つ
い
て
は
、
中
本
大

「『
鉄
拐
仙
』
像

の
受
容

と
定
着
」

(『
古
代
中
世
文
学

研
究
論
集
』

第

一
集

、
和
泉
書
院
、
平

8
)

に
詳
し
く
、
中
世
古
辞
書

や
五
山
詩

か
ら
西
鶴
や
近
松
ま
で
、
種

々
の
受
容
例
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
無
論
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
以
外
、
よ
り
後
世

に
お

い
て
も
広

く
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
、
明
和
十
年

(
一
七
七
三
)
刊

の
閑
鵡
斎

『
俄
仙

人
戯
言

日
記
』

(上
方
芸

文
叢
刊

10

『
浪
華
粋
人
伝
』
)
に
は
、

「仙
界

の
下
仙
頭
鉄
拐
が
弟

」
と

い
う

「や

つ
か

い
」
が
登
場
す

る
し
、
落
語

に
も

「鉄
拐
」
が
あ

り

(『
口
演
速

記
明
治
大

正
落
語
集
成
』
第

一
巻
)
、
ま
た
、

石
川
淳

の
昭
和
十
年
代
神
仙
も

の
の
小
説

に
も

「鐵
拐
」

(『
石
川
淳

全
集
』
第

一
巻
、
筑
摩
書
房
)
が
あ
る
。

石
川
淳

の
小
説
で
は
、

「鐵
拐
」
は
、

「畢
山

に
至

る
に
し

て
も
、
千
鉤

の
重

み
あ

る

こ

の
肉
身

を
提
げ

て
雲
を
禁
ぢ
る

こ
と
は
思
ひ
も
よ
る
ま

い
。
依

つ
て
、
不
肖
は
た
ま
し
ひ
だ
け
で
飛
行

し
、
形
骸

は
南

園
の
楊

の
上
に
残

し
て

お
か
う
」
と
語

っ
て

い
る
。

 

ま
た
、
同
じ

『
列
仙
全
伝
』

の
巻
七

に
、
『
悟
真
篇
』

の
著
書
も
あ
る
北
宋

の
道
士
、
張
柏
端

(紫
陽
真

人
)

の
伝
が
収
載
さ

れ
、
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嘗

有

一二

僧

噌修

二
戒

定

慧

↓

自

以

為

レ
得

二
最

上

乗

禅

旨

司

能

入
レ
定

出

二
神

数

百

里

間

叩
頃

刻

即

到

。

与

二
紫

陽

一
雅

志

契

合

。

一
日

紫

陽

日
。

 

 

 

 

 

 

ク

ハ
ノヤ

 

む

ク

ニ
ク
ニ
カ
ユ
カ
ン

バ

ク

テ

ニ

ヲ

 
 

ニ

イ
テ

 
 

ノ
テ

ノ

ヲ

 

 

禅

師

今

日

能

与

レ
遠

遊

乎

。

僧

日

可

。

紫

陽

日
将

何

之

僧

日

願

同

往

二
楊

州

一観

二
項

花

一。

紫

陽

於

レ
是

与
レ
僧

処

二
一
静

室

叩

相

対

瞑
レ
目

 

 

 

ノテ

ス

ヲ

 

 

 

 

ニ

キ
ニ

テ

ル

ヲ

 

 

 

ク

ン
 

 

ヲ

 

ト

 

 

 

く

テ

 

 

ル

 

ノ
ハ

 

 

映

坐

出

レ
神

。

紫

陽

至

時
。

僧

已

先

至

邊

レ
花

三

匝

。

紫

陽

日

可

二
折

レ
一
花

為

一レ
記

。

僧

与

レ
紫

陽

各

折

二
一
花

一帰

。

少

頃

紫

陽

与

二
禅

 

 

 

 

 

ノ
テ
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ニ
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ル
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ス

 

 

 
チ

ノ

 
ノ
テ

 
ヲ
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ス

 

 

 
ミ
ニ

テ

 
 
ニ

ク

 

 

 

 
カ

 

 

師

一欠

伸

而

覚

。

紫

陽

日
。

禅

師

顔

花

何

在

禅

師

袖

手

皆

空

。

紫

陽

乃

拮

二
出

項

花

一
与

僧

把

翫
。

弟

子

因

問

二
紫

陽

一
日
。

禅

師

与

レ
吾

 

 

 

 

二
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テ
カ

ル
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カ

ク
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ス

 

ノ
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ヲ

 

 

 

 

 

 

ノ

 
ル

 

 

 

 

 

 

ヲ

 
 
師

同

一
神
遊
。
何

以

有
二
有
無
之
異
↓
紫
陽
日
。
我
金
丹
大
道
性
命
兼
修
。
是
故
聚
則
成
レ
形
。
散
則
成
レ
気
。

所
レ
至
之
地
。
真
神
見
レ
形
。
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ヲ

 

フ

 
ヲ

 
ト

 

 
ハ

 

 

謂

二
之

陽

神

司
彼

之

所
レ
修
。

欲

二
速

見

一レ
功

。

不

二
復

修

一レ
命

。
直

修

二
性

宗

舶
故

所

レ
至

之
地

。

人

見
無

復

二
形

影

司

謂

二
之

陰

神

司
陰

神

 

 

ス 
 
ハ 
 
コ
ト

 

 

不

レ
能

レ
動
レ
物

也
。

と

見

え

る
。

張

柏

端

は
、

禅
師

と

「
出

神
」

「神

遊

」
を

競

い
合

う

こ
と

に
な

る
。

よ

り

早

く
楊

州

ま

で
魂

を

至

ら

せ

た

の
は
、

禅

師

の
方

で

あ

っ
た

が

、
禅

師

が

瑳

花

を
持
ち

帰

る

こ
と

が

で
き
な

か

っ
た

の

に
対

し

て
、
張
柏

端

は
持
ち

帰

る

こ
と
が

で
き

た
。

そ

の
違

い
を
張

柏

端

が

、

至

っ
た

先

で
形

を
成

し
得

る

「陽

神

」

と
成

し
得

な

い

「陰

神

」

と

の
違

い
と

し

て
、
弟

子

に
説

明

し
た

と

い
う
。

二
種

類

の

「出

神

」

に

つ

い
て

の
理

論
的

記
述

を
含

み

つ

つ
、

験

競

べ
と

し

て

の
要
素

を

持

っ
た
、

よ

り
複

雑

な
魂

飛

ば

し

の
話

が

展
開

し

て

い
る
。
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シ
テ
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ヲ

 

 
ノ

ニ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ニ

ク

ノ
 
ヲ

ノ

 
ヲ

 
ク

 

『
列
仙

全

伝

』

に

は

そ

の
他
、

巻

五

張

昭
成

伝

に

「毎
端

二
坐

室

中

司
出

二
神

数

百
里

外

こ
、
巻

七
梅

志

仙
伝

に
も

「遂

能

出
レ
神

分
レ
身
。

遠

 

 

 

ニ 
 
ト
 
 ノ 
 
ク

遊

二
郡

国

一人
莫

二
能

測

こ
、
な
ど

と

見

え

る
。

あ

る

い
は
、
巻

八
課

処

端
伝

に

は
、
右

の
張

柏

端
と

同
様

「陽

神
」
を
遠

く

至

ら

せ
た

話

が

載

せ

ら

れ

て
も

い
る
。

 

中

国

道
教

協

会

・蘇

州

道

教
協

会

編

『
道

教

大

辞
典
』

(華

夏

出

版

社

、

一
九

九

四
年

)

の

「神

游
」

条

が
、

「謂
形

不

動

、

而
神

至
其

処

也

」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
む

と

解

説

し
、

用

例

と

し

て
掲
げ

る

『
太

上

元
宝

金

庭
無

為
妙

経

』

神

遊
章

第

五

(正
統
道

蔵

・
正

乙
部

収
載

)

も

あ

り
、

よ

り
広

く

探

索

す

る

な

ら
ば

、

同
様

の
、

魂

を

飛
ば

す

仙

人
ら

の
事

例

は
、

右

の

ほ
か

に
も

さ

ら

に
多

く

見
出

せ

る

こ
と

で
あ
ろ

う
。

 

さ

て
、

右

の
事

例

は

い
ず
れ
も

、
篁

が

魂

を

冥
途

に
通
わ

せ

て

い
た

と

い
う

の
と

は
少

々
趣

き
が

異
な

ろ

う
が

、

し
か

し

、
魂

を
肉

体

か
ら

魂
を
飛
ば
す
仙
人

小
野
篁
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脱

け

出

さ

せ

て
遠

く

に
遣

る
点

は

同

じ

で
あ

っ
て
、
少

な

か

ら
ず
存

す

る
、

そ

れ
ら

神
仙

世

界
や

そ

の
周

辺

に
お

け

る
事

例

の
ど

れ

か
と

対

比

さ

れ

同

類
視

さ

れ
、

結

果

、

篁

の
冥
途

通

い

の
事

跡

の
中

に
仙

的
性

格

が

見

出
さ

れ

る
、

と

い
う

こ
と

は
十

分

に
あ

り
得

た

の

で
は
な

か
ろ

う

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

ア
ン
タ
 
 
ヤウ
キ
ヒ
 
 
ヤウツウユウ

か
。

『
本

朝

列

仙

伝
』

に

は
、

巻

四

に

「熱

田
 
楊
貴
妃
 
楊
通
幽
」

と

い
う

項

目

が
立

て
ら

れ
、

そ

の
下

に
出

典

と

し

て
、

『
長

恨

歌

伝

』

で

は

な

い
が

『
長

恨

歌
』

の
方

が

、
『
暁

風
集

』

『
本

朝

神
社

考
』

と
共

に
挙
げ

ら

れ

て

い
る

か
ら

、
右

の
事

例

の
う
ち

『
長

恨
歌

伝
』

の
事

例

な

ど

は
特

に
、

『
本
朝

列
仙

伝
』

の
著

者

が

同
書

執

筆

に
当

っ
て
見

て

い
た

と

し

て
も

お

か

し
く

な

い
も

の
だ

ろ

う
。

 

よ

り

一
層

注
意

さ

れ

る

の
は
、

『
列
仙

全

伝
』

で
あ

る
。

先
述

通

り
篁

伝

の
評

釈
部

分

に
も

そ

の
東

方

朔
伝

を

引

い
て

い
た
が

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

に

と

っ
て
、
慶

安

三
年

(
一
六

五
〇

)

に
和

刻
本

の
出

た

『
列
仙

全

伝

』

と

い
う
書

が

重
大

な
意

味

を
持

っ
て
お

り
、

そ

こ
か

ら
多

く

の

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ハヨ
リ

影
響

を

受

け

て

い
る
ら

し

い

こ
と

、

既

に
別
稿

に

て
論

じ
た

と

こ
ろ

で
あ

る
。

そ

ん
な

『
列

仙
全

伝
』

に

は
右

の
通

り
、

一
つ
な

ら
ず

い
く

つ

も

の
事

例

を
見

る

こ
と

が

で

き
た
。

先

に
見

た
東

方

朔
伝

の
場
合

と

同

様

に
、
『
列
仙

全

伝
』
に
載

る
そ

れ
ら

事
例

と

篁

の
話

と
を

対

比

す

る

と

い

っ
た

こ
と
が

行

わ

れ

た

可
能

性

は

、
決

し

て
小
さ

く
な

い
と
思

わ

れ

る
。

特

に
鉄

拐

の
話

は
、
先

述

通

り
よ

く
知

ら

れ

た

も

の

で
あ

つ
て
、

篁

の
話

の
類
例

と

し

て
即
座

に
想

起

さ

れ

て
お

か

し
く
な

い
事

例

で
あ

ろ

う
。

ま

た
、

鉄
拐

の
よ

う
に
有

名

で
は
な

い
が
、

張

柏

端

の
場
合

、

本
来

「紫

微

星
」

で
あ

っ
て
、

「諦

二
人
間

こ

せ

ら
れ

た
者

で
あ

る

と

『
列

仙
全

伝

』
が
述

べ
て

お
り
、

そ
う

い
う

点

で
も
、
先

の
東
方

朔

と
ま

 

 

 

 
 

 

 

 

 
バ
グ
ノ
ノヤ
ウ
ケ
ンン

さ

に

同

じ
よ

う

に
、

「破

軍
星

化
身

」

と

い
う
篁

と

対

比
さ

れ

て
お

か

し
く

な

い
要
素

を
備

え

て

い
る
点

も

注
意

さ

れ

よ
う
。

な

お
、

冒
頭

に

触

れ

た
宮

地
厳

夫

『
本

朝
神

仙

記

伝

』

も
、

類
似

の
事
例

と

し

て
篁

伝

に
付

し

て
、

こ
の
張

柏

端

の
事
跡

を

記

し

て

い
る
。

五

魂
を

飛
ば
す
仙
人

の
先
例

は
、
中
国
だ
け
で
な
く
、

日
本

に
も
あ

っ
た
。

大

江
匡
房

『
本
朝
神
仙
伝
』
所
収

の
聖
徳
太
子
伝

の
中

に
、
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或

日
。
南

岳
大
師

後
身
也
。
遣

二
小
野
妹

子
於
唐

朝
輔
渡
二
先
身
持
経

司
取
二
他
経

一来
。
太

子
閉
レ
戸
入
定
。

一
出
二
齎
真
経

'而
出

日
。
刮

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミ

 

 
遣

二
魂

神

一所

二齎

渡

一也
。
半

日

之
間
。

渡

二
万
里
濾

学

↓
後
彼

山
僧

日
。
其

日
金

人
乗
レ
虚

来

取

二
此
経

↓
聖
衆

囲
続
。

雲

霧

杳

冥

。

又
乗

二

 

 

甲

斐

黒
駒

司
白

日
昇
レ
天
。

俄

頃

之

間
。

往

二
還

千
里

↓

と

あ

る
。

日
本

に

い
な

が

ら
魂
を

大

陸

に
ま

で
遣

わ

し

て
、
前

生

に
所

持

し

て

い
た
経

典

を

取

つ
て
き

た
、

と

伝

え

る

(実

線

部

前

後

)
。

同

様

の
話

は
、

『
聖

徳
太

子
伝
暦
』

の

ほ

か

『
三

宝

絵

』
巻

中

1
や

『
今

昔

物

語
集
』

巻

十

一
1
な

ど
諸

書

に

見
ら

れ

る
が
、

例

え

ば

、

そ

の
う

ち

『
今

昔

物

語
集

』

所

収

話
に

つ

い

て
西

郷

信

綱

『
古
代

人

と
夢

』

(平

凡

社
、

昭

47
)

が

「魂

の
自

由

な

飛

行

と

い
う
点

で
、

こ

の
話

に

は

神

仙

風

の
、

も

し

く

は

シ
ャ
ー

マ

ニ

ス
チ

ッ
ク
な

色

合

い
が
濃

い
」

(
51
頁
)

と
す

る
。

「神

仙

」

と

し

て
聖

徳
太

子
を
立

伝

す

る
右

の

『
本

朝

神

仙
伝

』

は

恐

ら

く
、

同
様
に
、

と

い
う

よ

り

も

よ

り
明

確

に
、

魂

を
遣

わ

し
た

と

い
う
太

子

の
事
跡

に
、

神
仙

性

を

見

て

い
た

こ
と

で
あ

ろ

う
。

そ

の
事
跡

と

同
趣

あ

る
い
は

一
対

の
も

の
と

し

て
続

け

て
挙
げ

ら

れ

て

い
る
ら

し

い

(
天
空

を
往

還

す

る

と

い
う
点

で
両
者

共

通
す

る

ほ

か

、

「
半

日

之
間

。

渡

二
万
里
槍
漠

こ

と

「俄

頃

之

間
。

往

二
還
千

里

こ

の
対
句
的

表

現
な

ど

に
も
注

意
さ

れ

よ

う
)
、
黒

駒

に
乗

つ
て

飛

ん
だ

と

い
う

事

跡

(波

線

部

)

が
、
「白

日
昇

天
」

と

い
う
神

仙

道

教

の
用

語

が
適

用
さ

れ

て
殊

更

、
神

仙

性

を

付
与

さ

れ
た

も

の
に

な

っ
て

い
る

点

、

上

の
推

測

を
支

持

す

る
こ
と

に

な

ろ
う
。

以
上

に
大

過
な

け
れ
ば

、

古
代

日
本

に
も
確

か

に
、
魂

を

飛

ば
す

仙

人

が

い
た

の

で
あ

る
。

 

『
本

朝

列
仙

伝

』

に

は
、

『本
朝

神

仙

伝

』

の

「直

接

の
影
響

は
な

か

っ
た

も

の
と
考

え

る

こ
と

が

で

き
ょ

う

」

(古

典

文
庫

「解

説

」
)

が
、

た

と

え

『
本

朝

神
仙

伝

』

を
見
て

い
な

い
と

し
て

も
、

例

え
ば

、

『
本

朝

列
仙

伝
』

よ

り

二
十

年
程

前

に
刊
行

さ

れ

た
寛

文

六
年

(
一
六

六

六
)

板

『
聖

徳

太

子
伝
』

(伝

承
文
学
資

料

集
成

1

『
聖
徳

太

子
伝

記
』
)

の
巻

八

の
記
述

、

 

 
 

 

 

 

 

 

あ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ゆ
め
と
の
 
 
い
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ぐ
ん
し
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 へ
い
こ

 

 

太

子

計
七

歳

の
秋

九
月

の
比

こ

の
夢

殿

に
入

給

へ
り
。

あ

ま
ね

く
群

臣

を

め

し
て

の
給

は
く

、
 

…

・我

け

ふ

よ

り
七

日
七
夜

の
間

閉

戸

し

 

 
 

 

 

ゆ
め
と
の 

ざ
せ
ん
 

たま
し
ゐ

し
ん
た

こ
く
 

 

 

 

 

か
し
 

き

や
う
 

 

き
た 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひ
そ
か
 

 

 

 
 

 

 

 

 

そ
も
く
わ
か

 
 

て

こ
の
夢
殿

に
坐
禅

し
、
魂
を

震

旦
国

に

つ
か
は
し
昔

の
持
経
を
と
り
来
る
べ
し
。

…
-
を

の
く

蜜

に
か
た
り
あ
は
れ
け
る
は
、
抑

我

 

 

て
ん
が
 
 
せ
い
と
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ほ
ん
て
う
 
 
 
 
た
ま
し
ゐ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん
し
や
う
 
 
 
 ち
き
ゃ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
そ
う
う

 

 

殿

下

の

聖

徳

は

ま

こ

と

に

は

か

り

か

た

し

。

今

年

又

本

朝

よ

り

御

魂

を

つ
か

は

し

て

先

生

の

御

持

経

と

り

き

た

り

給

ふ

事

未

曽

有

の

事
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え
 
じ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぐ
ん
し
ん
 
 
っ
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま
し
ゐ
 
し
ん

 

 

共

な

り

。

…

…

太

子

彼

御

経

を

御

手

に

さ

墨
げ

、

恵

慈

法

師

を

は

じ

め

と

し

て
あ

ま

ね

く

諸

の
群

臣

に

告

て

の
た

ま

は

く

、

…

…

魂

を

震

 

 

だ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
し
や
う
 
 
ち
き
や
う
か
う
さ
ん
は
ん
に
や

 

 

旦

国

に

つ
か

は

し

て

た

ゴ

い

ま

多

生

の
持

経

衡

山

般

若

峯

よ

り

と

り

来

り

侍

り
。

…

…

ま

こ

と

に

太

子

計

七

の

御

歳

よ

り

か

く

の

こ

と

 

 

 

 

 

 

 

た
ま
し
ゐ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 せ
ん
し
や
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
や
う

 

 

く

み

つ

か

ら

御

魂

を

震

旦

に

つ
か

は

し

先

生

所

持

の
法

花

を

め

し

よ

せ

…

…

太

子

七

日
七

夜

の
御

入

定

に

は
御

魂

天

を

や

カ

け

り

、
地

を

 

 

や

と

を

り

給

ひ

け

ん

、

さ

ら

に

し

り

か

た

し
。

に

接

し

て

い

た

な

ら

ば

、

こ

こ

に
繰

り

返

し

記

述

さ

れ

る
魂

を

遣

わ

し

た

と

い

う

事

跡

に

「
神

仙

風

の
」

「
色

合

い

」

を

感

じ

、

そ

し

て

、

そ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン
ン
 
 
ト
パ
 
 
 
 
 
 
エ
ノ
ラ
ワ
ウ
グ
ウ

れ

と

類

似

す

る

面

の

あ

る

、

「神

ヲ

飛

シ

テ
。

瑛

羅

王
宮

ニ
イ

タ

ル
」

と

い
う

篁

の
事

跡

に

も

や

は

り

仙

的

性

格

を

認

め

る

、

と

い

う

こ

と

も

あ

り

得

た

こ

と

で

あ

ろ

う

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ
ノ 
 
 
 
 
ト
バ

 

ま

た

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

自

身

、

篁

伝

以

外

に

も

う

一
例

、

日

本

あ

る

い

は
中

国

に

お

け

る

「
神

ヲ

」

「
飛

シ
」

た

と

い
う

事

例

を

記

し

て

い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
マ
ノ
ピ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ア
ノ
タ
 
 ヤ
ウ
キ
ヒ
 
ヤ
ウ
ノ
ウ
ユ
ウ

る

。

そ

れ

は

、

先

に

も

触

れ

た

巻

四

「
熱

田

 

楊
貴
妃

楊
通
幽
」

に

お

い

て

で

あ

る

。

 

 

ム
カ
ノ
タ
ウ
ノ
ゲ
ン
ソ
ウ
ク
ワ
ウ
テ
イ
 
 
 
 
 
セ
メ
ホ
ロ
ポ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ン
 
 
 
 タ
ウ
 
 
ト
バ
 
 
 
 
 
 コ
ウ
ナ
ウ
ケ
ン
 
 
ヤ
ウ
ゲ
ン
エ
ノ
 
 
ム
ス
メ
ヤ
ウ
キ
 
ヒ

 

 

昔

唐

玄

宗

皇

帝

日

本

ヲ

攻

滅

サ

ン

ト

バ
カ

リ

シ
時

。

明

神

ス

ナ

ハ
チ

神

ヲ

大

唐

二
飛

シ

テ

。

弘

農

県

ノ

楊

玄

瑛

ガ

女

楊

貴

妃

ト

ナ

ラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
マ
ノ
ヒ

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲ
ン
ノ
ウ
 
キ
サ
キ
 
 
 
 
 
 
 テ
ウ
ア
イ
 
 
 
 
 
キ
サ
キ
 
 コ
エ
 
 
 
 イ
ロ
 
 
 
 
 
 
 
セ
イ
タ
ウ
ヒ
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
イ
 
 
 
 タ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
ホ
ロ
ポ
 
 
 
オ
ン
ミ

 

 

セ

タ

マ
ヒ

テ
。

玄

宗

ノ
妃

ト

ナ

リ

。

寵

愛

三

千

ノ
妃

二
超

日

夜

色

ニ
メ
デ

、
政

道

日

ニ
ヲ

ト

ロ

へ
。

終

ニ

ハ
唐

ノ

天

下

ヲ

亡

シ
。

御

身

モ

 

 

パ
ク
ハ
イ
 
 ハ
ラ
 
 
 
 ハ
テ
 
 
 
タ
マ
ヒ

 

 

馬

鬼

ガ

原

ニ
テ

果

サ

セ

給

ケ

リ

。

 

 

 

 

 

 

ン
ン
 
 
 
 
タ
ウ
 
 
ト
パ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ
ウ
ノ
ウ
ユ
ウ

熱

田

明

神

が

「
神

ヲ

大

唐

二
飛

シ

テ

」

楊

貴

妃

と

な

っ
た

、

と

伝

え

る
。

右

の

あ

と

、

「
楊

通

幽

ト

イ

ヘ

ル
仙

人

一

が

、

蓬

莱

山

に

て

「
二

人

 

 

 

 

 

タ
マ
ノ
ヒ

の
仙

女

」

に

傅

か

れ

て

い

る

楊

貴

妃

を

発

見

す

る

と

い
う

話

が

続

い

て

お

り

、

ま

た

、

右

引

標

題

に

も

名

を

挙

げ

る

通

り

、

『
本

朝

列

仙

伝

』

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハ 
ね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ン
 
 
 
 
 ト
パ
 
 
 
 
 
 
 
 
 タ
ウ

は

、

楊

貴

妃

を

神

仙

と

見

倣

し

て

い

る

。

そ

ん

な

仙

女

・
楊

貴

妃

(
熱

田

明

神

)

が

「
神

ヲ

」

「
飛

シ

テ

」

「大

唐

二
」

至

っ
た

と

言

い
、

一
方

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
マ
ノヒ

 

 

 

 

 

 

ノ
ン
 
 
ト
バ
 
 
 
 
 
 
エ
ン
ラ
ワ
ウ
グ
ウ

仙

人

・
篁

も

「
神

ヲ

飛

シ

テ

」

「
瑛

羅

王

宮

二
」

至

っ
た

と

し

て

い

る

の

で

あ

っ
て

、

そ

の
共

通

す

る
事

跡

を

、

両

者

に

共

通

す

る

神

仙

と

し

て

の
性

格

が

齎

ら

し

た

も

の
と

捉

え

て

い
た

か

も

し

れ

な

い
。

 

以

上

、
前

節

と

本

節

に

て

、
中

国

あ

る

い

は

日

本

に

お

け

る

、
魂

を

飛

ば

す

仙

人

の
類

例

が

種

々
見

出

せ

た

。

そ

の
中

に

は

、
『
本

朝

列

仙

伝

』

36



の
周

辺

、

あ

る

い
は
近

い
と

こ
ろ

に
位

置

し

て

い
た

で
あ

ろ
う

類

例

も
あ

れ
ば

、

さ

ら

に
は

『
本
朝

列

仙
伝

』
自

身

の
内

部

に
存

す

る

類
例

も

あ

つ
た
。

そ

の
,よ
う

に
類

例

に
囲

ま

れ

た
状

況

に

あ

っ
た

の
で
あ

っ
て
、

そ

の
状

況

の
中

で
、

そ
れ

ら

類

例

に
照

ら

し
合

わ

せ

て
、
魂

を
瑛

羅

王
宮

に

飛
ば

し

て

い
た

と

い
う
篁

の
事

跡

を
、

仙
的

性

格

を
帯

び

た

も

の
と

し
て

『
本
朝

列
仙

伝
』

が

捉

え

て

い
た

可
能

性

は
、

決

し

て
小
さ

く

な

い
と

思

わ

れ

る

の

で
あ

る
。

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ハフ
リ

 

さ

ら

に
特

に
注

目
さ

れ

る
記
事

が
、

『
本

朝

列
仙

伝
』

と
刊

行

年

が
ご

く

近

い
元
禄

二
年

(
一
六

八

九
)

板

『
異

形
仙

人

つ
く

し
』
の
序

の
冒

頭

、
仙

人

と

い
う

も

の
に

つ
い
て
規

定

す

る

ら
し

い
部

分

の
中

に
見

ら

れ

る
。

 

 
を
よ
そ
わ
か
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
じ
ん
づ
う
 
 
 
 
 
 
 
いぎ
や
う

 

 

凡

倭
漢

に
聞

つ
た

へ
て
、
そ

の
身

神

通
を

ゑ

て
、

異

形
を

あ

ら

は

し
、

寿
命

を

た

も

つ
事

、
あ

る

ひ
は

万
年

、

あ

る

ひ

は
数

千

年

、

又

は

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

き
ら
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
ゴ

 

 

数

百
年

を

へ
て
、

た
ま

し
ゐ

を
碧

落

に
あ

そ
ば

し
む

仙

人
、

粗

あ

り

と

い

へ
ど

も
、

木

と

し

て
見

る
事
な

し
。

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ハ

 

 
ハ

 

 

 
ハ

 

 

 
ナ

ノメ

ヲ

 
ニ

 
ハ
ノム

ヲ

 
ニ

そ
も

そ

も
、
『
本

朝

列

仙

伝

』
に
大

き

く
影

響

し

た

『
列
仙

全

伝

』

の
序

に

「或

万
年

或

数
千

年
或

数

百
年

皆
棲

二
神
碧

落

一遊

二

化

人

間
」
と
記

さ

れ

て

い
る

の
で
あ

っ
て
、

そ
れ

に
拠

っ
た

も

の
に
違

い
な

か

ろ
う

が

、
魂

を
遠

く
遊
ば

せ
る

と

い
う

の
が

、
長

生

な

ど

と

共

に
、

仙

人

の
基

本

的

な

属
性

で
あ

る
と

捉

え
ら
れ

て

い
る
よ

う

で
あ

る
。

こ
う

し
た

理
解

が
、

当
時

に
現

に
存
在

し
た

の
で
あ

っ
て
、

そ

の
理
解

の
上

に
立

つ

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
ノン
 
 
ト
パ
 
 
 
 
 
 エ
ン
ラ
ワ
ウ
グ
ウ

な

ら
ば

、
こ

こ
ま

で
挙
げ

て
き
た

類
例

な

ど

飛
び

越

え

て
、
そ
れ

ら

と

の
対

比

と

い
う

こ
と

も
必

要
な

く
、

「神

ヲ
飛

シ
テ
。

瑛

羅

王
宮

ニ
イ

タ

ル

コ
ト

ヲ
ナ

ス
」

と

い
う
篁

の
事

跡

に
直

ち

に
仙

的

性
格

が

認

め

ら
れ

、
篁

が

「仙

」

と

認
定

さ

れ

る

こ
と

と
な

る
だ

ろ

う
。

 

こ

こ
に

至

る

に
も

は
や

、
魂

を

瑛

羅

王
宮

に
飛
ば

し

て

い
た

と

い
う
篁

の
事
跡

を
、

仙
的

性
格

を
帯

び
た

、
仙

人

の
も

の
と

し

て

『
本

朝

列

仙

伝

』

が
捉

え

て

い
た

可
能
性
が

小

さ

く
な

い
と
思

わ

れ

る
ば

か

り

か
、

そ

う

い
う

可
能
性

を
全

く
考

え
な

い
方

が

む

し
ろ

不

当

で
あ

る
よ

う

に
さ

え

思

わ

れ

て

く

る
。

『
本
朝

列

仙

伝

』
自

身

が

明

か
す

の
と

は
別

に
、

そ
う

し
た
点

に
も
篁

を

立

伝

し
た

理
由

が

あ

っ
た

の
で
あ

り
、

一

面

に

お

い
て
、

『
本

朝

列
仙

伝
』

に
お

け

る
仙

人

・
篁

の
創

出

は
、

鉄
拐

や
聖

徳
太

子

に
連

な

る
と

こ
ろ

の

"
魂

を

飛

ば

す

仙

人
"

篁

の
創

出

で
も

あ

っ
た
、

と
言

っ
て
ほ
ぼ

間

違

い
な

い

の
で
は
な

か

ろ
う

か
。
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Z
ノ、

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
ノン 
 
ト
パ
 
 
 
 
 
 
エ
ン
ラ
ワ
ウ
グ
ウ

 
『
本

朝

列

仙

伝

』

小

野
篁

伝

の
う

ち

「神

ヲ
飛

シ

テ
。

瑛

羅

王
宮

ニ
イ

タ

ル
」

と

い
う
部

分

に
特

に
注

目

し
た

の
に

は
、
わ

け

が

あ

る
。

仙

伝

な
ど

に
し
ば

し
ば

見

ら

れ

る
戸

解

に

つ
い
て

の
日
本

で

の
理
解

の
あ

り
方

を

見

る
時

、

そ

れ

以
前
と

違

っ
て
近

世

初

頭
前

後

に

は
、

よ

り

一

般
的

な

 
解

と

は
異

な

る
、

魂

の
抜

け

去

る
 
解

が
、

か

な

り
普

及

し
台

頭

し
て

い
る
ら

し

い

の
に
気

付

か

れ

る
、

と

い
う

よ
う

な

こ
と

を
、

 

ハ 
ね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノン
 
 
ト
バ
 
 
 
 
 
 エ
ン
ラ
ワ
ウ
グ
ウ

別

稿

に

て
述

べ
た

が

、

そ

の

こ
と

と

『
本
朝

列

仙
伝

』

の
記
事

「神

ヲ
飛

シ

テ
。

瑛

羅

王
宮

ニ
イ
タ

ル
」

と

の
間

に
、

関

係
す

る
面

が

あ

る
か

と

思

わ

れ

た

か

ら

で
あ

る
。

 

別
稿

に
お

い
て

見
た

、
魂

の
抜

け

去

る
 

解

に

つ
い
て

の
記
事

は
、

他
な

ら

ぬ

『
本
朝

列
仙

伝

』
白

箸

翁

の
評

釈

の
中

の
記
事

、

 
 

ヲ

ミ
 

 

 

 

 

ノン
く

コ
ン
バク
 

モ
ツ
 

 

ノ

ウ
ノ

イ
 

 

 

 

 

ノ
カ
イ

イ
フ

 
 

此
身

ヲ

ス
テ

、
。

神

心
魂

醜

ヲ

以

テ
。

自

由
自

在

ニ
ス
ル
ヲ
。

 
解

ト

云
。

の
ほ
か

、

 
 

 

解

仙

ハ
蝉

ノ

ヌ
ケ

カ
ラ

ノ
ヤ
ウ

ニ
死

テ
身

ハ
其

マ

、
ア
リ

テ
魂

力
仙

人

ニ
ナ

ツ
テ
飛

行

ス

ル
ソ
。

 

ト

ハ
ム

ク

ロ
ソ
。

解

ハ
身

ノ
カ

ラ

 
 

ダ

ハ

ハ
タ

ラ

カ

イ
デ
魂

ハ
ヌ
ケ

テ

ヨ
ソ

へ
行

ソ
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『
中

興
禅

林

風

月
集

抄
』
、
『
近

代

語
研

究

』

4
所

収
翻

刻

)

 
 

 

解

ト

云

ソ
。

 

ハ
、

吾
身

ノ
カ

ラ
ダ

ヲ

ソ

ノ

マ

、
ヲ
イ

テ

死

テ
、

タ

マ
シ
イ
ガ

ヌ
ケ

テ
イ

ヌ
ソ
。
 

 

 

 

 

(『
玉

塵
』
、

抄

物
大

系

)

 
 

し

か

ひ
と

い
ふ

は
、

人
間

の
身

と

し

て
、

み
ち

を

ま
な

ひ

て
、

仙

と

な

れ

る
を

い

へ
り
。

こ
れ

は
、

そ

の
か

た
ち

を

、

こ

こ
に
す

え

口
、

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ハ 
 

 
 

た

ま

し
ゐ

は

か

り

か
、

ひ
や

う
す

る
な

り
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『
仙

人

つ
く

し
』
)

と

い
う

よ
う

な

も

の

で
あ

る
。

 

同
様

の
 

解

は

、
古

く

か
ら

中

国

に

お

い

て
も

、

 
 

所

謂
 

解
者

何
等

也

。

謂

二
身

死
精

神

去

一乎

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『
論
衡

』
、

新

釈

漢

文

大

系

)
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解

者

…
…

既

死
之

後
、

其

神
方

得

二
遷
逝

↓
形

不
レ
能
レ
去
爾

。 

 

 

(『
太

平
御

覧
』

巻

六

六

四
所
引

「登
真

隠

訣
」
、
商

務

印

書

館
版

)

と
説

か
れ

て

い
る
が
、

日
本
に

お

い

て
は
ず

っ
と

、

少
な

く

と

も
中

心
的

に
は
、

 

 
 

解

仙

ト

云

ハ
、

イ
ヶ
ル

ホ
ド

ハ
人

ニ
モ
カ

ハ
ラ
ズ

シ

テ
、

死
後

ニ
カ
バ
ネ

ヲ
ト

寸

メ
ザ

ル
ナ

リ
。

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『
続
古
事

談

』
第

六
第

3
話

、

神

戸
説

話

研
究

会

編

『
続

古

事

談

注
解

』
)

に
典

型

的

に

見

ら

れ

る
よ
う
な

、

魂

の
存
在

が
全

く

問

題

と
な

ら

な

い
、
肉

体
ご

と

消
失

す

る
と

い
う

、

よ

り

一
般
的

な

 
解

観

念

が

行

わ

れ

て

い
た
。

と

こ
ろ
が

、
近

世
初
頭

前

後

に
な

る
と

、
む

し
ろ
魂

が

主

役

と
な

っ
た

、
魂

の
抜

け
去

る

 
解

に

つ
い
て

の
記
事

が
、
『
本

朝

列
仙

伝
』

白
箸

翁

の
先

引
記

事

を
始

め
、

右

の
通

り

少
な

か
ら

ず

見

ら
れ

る

よ
う

に
な

る

の
で
あ

る
。

 

さ

ら

に
、

 
解

に
関
す

る
こ
と

だ

け

で

は
な

い
、

小
稿

の
詮

索

の
過

程

で
他

に
も

、
当

時

に
お
け

る
神
仙

世

界

と
魂

と

の
連

関
を

窺

わ

せ

る

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ノン 
 
 
 
 
ト
パ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 タ
ウ

よ

う

な

記
事

に
接

し

て
き
た
。

先

引

通

り
、
『
本

朝

列
仙

伝

』

は
仙

女

・
楊

貴
妃

(熱

田
明

神

)

に

つ
い
て
も

「神

ヲ
」

「飛

シ
テ
」

「
大
唐

二
」

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
マ
ノヒ

至

っ
た

と

記

し

て

い
た

し
、
『
異

形
仙

人

つ
く

し
』

は
、

『
列
仙

全

伝
』

序

の
記
事

を

承

け

つ

つ
、
魂

を
遠

く
遊

ば

せ

る

と

い
う

の
を

仙

人

の
基

本
的

な

属
性

と
捉

え

て

い
る
よ

う

で
あ

っ
た
。

あ

る

い
は
、 

『
本

朝
列

仙
伝

』
役

小

角

の
評

釈

に
も

、

 

 

コ
ン
バ
ク
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ノタイ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ノヤ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
シ
ヤ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ヘ
ン
ク
ハ

 

 
魂

醜

ヲ

ワ
カ

チ
。
身

体
ヲ

ワ
ク

ル

コ
ト
。

有

情

ニ

バ
カ
ギ

ラ

ス
。

非
情

ノ

モ

ノ
ト

イ

ヘ
ト

モ
。

変

化

セ
ザ

ラ

ン
ヤ
。

と

見

え

る
し

、

同
書

の

「不
審

問
答

」

の
中

に
は
、

『
列
仙

全
伝

』

巻

一
老

子

の
記
事

、

 

 

 

ハ

 

 

 

 

 
ナ
リ

 

 
 

ノ

ニ

ク

 

 

 

ノ

 
 

ー
ヨ

ノ
テ

ナ
ル

 

 

 

 

 

 
 

ノ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ト
モ

 
 

ー
引

『
l
l

 

 

老

子

者

。

太

上

老

君

也
。

混

沌

図

云

。

初

三

皇

時

。

化

レ
身

号

為

二
万

法

天

師

↓

中

三

皇

時

。

為

二
盤

古

先

生

∵

…

:
老

君

錐

二
累

世

化

願レ

 

 

ヨ

 
 
タ

 
 

ノ

ト

テ

 

 
ニ

チ

ヲ

ノテ

ヲ

テ

コ
ト

ヲ

 
 

ニ

 

 

 
テ

 

 

 

 

 

ノ

 

ス

 

 

身

。

而

未

レ
有

二
誕

生

之
 

↓

造

二
商

陽

甲

時

司

分

レ
神

化

レ
気

。

始

寄

二
胎

玄

妙

玉

女

一
八

十

一
年

。

蟹

二
武

丁

庚

辰

二

月

十

五

日

卯

時

司

降

ニ

 

 

 

 

ノ
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
ノ

 

 

誕

於

楚

之

苦

県

瀬

郷

曲
仁

里

司

に

拠

っ
た

の

で

あ

ろ

う

、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノ
ユ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ハ
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
ン
 
 
ク
ダ
 
 
 
 
タ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 セ
イ
メ
イ
 
 
カ
ヘ
 
 
 
 
イ
デ
タ
マ
フ

 

 

老

子

ハ
周

ノ

代

二
出

生

シ

タ

マ

フ

ト

イ

ペ
ド

モ
。

昔

三

皇

五

帝

ヨ
リ

コ
ノ

カ

タ
。
 

神

ヲ

降

シ

。

体

ヲ

ワ

カ

チ
。

姓

名

ヲ

易

テ

。

出

給

コ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ
マ
シ
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タビ
く

 

 

 

 

 
メ
ウ
ヲ
モ
ヒ
バ
カ
ル
 

 

 

 

 

 

 

コ
ン
ト
ン
ノ
ノ
ナ
ラ
ピ

 
 

ト
度

々
ナ
リ

。

其
神

妙

思

議

ベ
カ

ラ
ズ

。

コ
ノ
事

混

沌

図
井

二
列
仙

伝

二
具

二
書

ノ
セ

タ

リ
。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノ 
  
ヲ   
  
 ヲ

と

記
さ

れ

て
も

い
る

(
こ
れ

ら

の
事

例

は
、
『
列
仙

全

伝
』
梅

志
仙

伝

の
先

引

記
事

「出
レ
神

分
レ
身

」
な
ど

を
想

起

さ

せ

よ
う

)
。

 
解

の
み
な

ら

ず
神

仙

世

界

に
関

わ

っ
て
魂

と

い
う
存
在

が
表

出

し

て
き

た

種

々
事

例

も
、

こ

の
よ

う

に
散

見

し
得

る

の
で
あ

る
。

 

右

の
通

り
、
特

に

『
本

朝

列
仙

伝

』

に
お

い

て
少

な

か

ら
ず
魂

関
係

の
記
事

が

見
出

せ
た

が
、

そ
れ

は
、
遡

っ
て
院

政

期

の

『
本

朝

神
仙

伝

』

の
場
合

、

現

伝
部

に
限

れ
ば

先

引

聖

徳

太

子
伝

に
見

ら

れ

る

一
例

の
み

で
、

他

に
魂

に

つ
い

て

の
言
及

が
全

く
な

い

の
や

、
『
元
亨

釈

書

』
巻

十

八

「神

仙

」

に
魂

関

係

の
記
事

が

一
切

見
ら

れ

な

い
の
と
、

対

照
的

で
も

あ

る
。

ご

く

狭

い
範

囲

し

か
見

て

い
な

い
け

れ

ど

も

、

以
上

の
よ

う

な

こ
と

か

ら
、

近

世

初

頭
前

後

の
頃

、

人

々
が

抱

く
神
仙

世
界

の
中

で
魂

と

い
う
存

在

の
占

め

る
位

置

が

従
前

よ
り
大

き

く

な

っ
て

い
く
、

そ
う

い
う

傾

向

が
、

あ

る
程
度

窺

え

る

だ

ろ
う

か
。

そ

こ
に

い
か
な

る

背
景

が
想

定
さ

れ

る

の
か
と

い

っ
た

問

題

は
今

後

の
課

題

と

し
な

け
れ

ば

な

ら

な

い
が
、

と

に

か
く

事

実

そ

う

だ

と
す

れ
ば

、

そ

し

て
、

先

の
推

測

通
り

現

に
、
『
本

朝

列

仙
伝

』

が

"魂

を

飛
ば

す

仙

人
"

篁

を

創

出

し

た

の

で
あ

れ
ば

、

両

者

一
連

の
事

柄

で
、

『
本

朝

列
仙

伝

』

に

よ

る

"魂

を

飛

ば

す
仙

人
"
篁

の
創

出

は
、
神

仙

世

界

に

お

け

る
魂

の
位

置

の
増

大

と

い
う
当

時

の
傾

向

の

一
つ
の
現
わ

れ

で
あ

り
、

そ

う

し
た
傾

向

の
中

で
齎

ら

さ

れ
た

も

の
で
あ

る

と

い
う

こ
と

に
も

な

ろ

う

か
。
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注
(1
)
『蕃
句
冊
』
に
お

い
て
庭
鐘
が
基
本
的
に
、
道
教
を

「批
判
の
的
」
「椰
楡

の
対
象
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
楊
永
良

「都
賀
庭
鏡

の
小
説

に
見
る
養
生

 

論
1

『
抱
朴
子
内
篇
』
、
『千
金
方
』
と
の
関
連

を
め
ぐ

つ
て
ー
」

(『
都
大
論
究
』

30
、
平
5
)
参
照
。

(2
)
最
近
に
も
例
え
ば
、
多
田

一
臣

「魂
と
心
と
物

の
怪
と
1
古
代
文
学
の

}
側
面
-
」
(『美
夫
君
志
』

64
、
平

14
)
な
ど
。

(3
)
『篁

山
竹
林
寺
縁
起
』

に
基
づ
く
掛
幅
三
軸

も
竹
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
る

こ
と
な
ど
、
小
峯
和
明

「竹
か
ら
生
ま
れ
た
篁
」

(奥
津
春
雄
編

『
日
本
文

 

学

・
語
学
論
孜
』
翰
林
書
房
、
平

6
、
『
「野
馬
台
詩
」

の
謎
』
に
改
稿
再
収
、
岩
波
書
店
、
平

15
)
に
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
同
掛
幅
は
、
河
内
町
教
育

 

委
員
会
編

『
河
内

町
の
文
化
財
』
(平
2
)
な
ど
に
写
真
及
び
簡
略
な
解
説
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
日
本
の
伝
説
21

『
広
島

の
伝
説
』

(角
川
書
店
、
昭



 

52
)

に
は
、

縁

起
と
違

い
、

「
ぬ
く

も

り
地
蔵

」

の
申

子
と

し
て

の
要
素

が
加

わ

っ
た
、
篁

出
生
課
が
掲
載

さ
れ

る
。

(
4
)
拙
稿

「
〈現

身

往
生
〉

の
流
行

と
思

想
」

(『
国
語
国
文
』

56
1

2
、

昭

62
)
参

照
。

た
だ

し
、

現
身

往
生

の
場
合

、
死
後

、

こ
の
世

で

の
生
を

終
え

 

た
あ

と

の

こ
と

で
あ
る
点

で
、
肉

体
ご

と

の
冥
途

通

い
と

は
異

な

る
。

(
5
)
拙
稿

「神

仙

へ
の
憧
憬
1

『
本
朝
神

仙
伝
』

と

『
本
朝
列
仙

伝
』
」

(『
国
文
学
 
解

釈
と
教

材

の
研
究
』

平
成
七

年
十

月
号
)
。

(
6
)

こ

の
見

方
は

無

論
、

一
般
的

な

も

の
で
も
あ

っ
て
、
例

え
ば

『
蓬

莱
物

語
』

(室

町
時

代
物

語
大
成
)

に

「
楊
貴

妃
と
申

す

は
、

ほ
う

ら

い
官

の
神

 

仙
に

て
」

と
見

え

る
。

(
7
)

拙
稿

「
浮

世

房

の
 
解

付

『
異
形

仙
人

つ
く
し
』

覚
書
」

(『
女

子
大
国
文
』

一
二
八
、

平

12
)
参

照
。

(
8
)

注

7
拙

稿
。

(
9
)

元
禄

頃

写
と

い
う
奈
良
絵

本

で
、
小

野
尚

志

「奈
良

絵
本

『
仙
人

つ
く
し
』

に

つ
い
て
!

付

・
翻
刻
ー

」

(『
帝

京
大
学

文
学

部
紀

要
』

国
語
国

文
学

 

26
、
平

7
)

に
翻

刻
と
論
考

が
掲
載

さ

れ
る
。

《
付
記
》
 
小
稿

は
、
平
成
十
五
年
度
短
期
大
学
部
二
回
生
演
習

「京

の
伝
説
を
さ
か
の
ぼ

る
」
の
前
期
に
お
け
る
検
討
を
出
発
点

の

一
つ
と
し
た
も

の
で

 

あ
る
。
ま
た
、
六
道
珍
皇
寺
や
篁
山
竹
林
寺
、
宝
珠
山
竹
林
寺
に
お

い
て
、
種

々
御
高
配
を
賜

っ
た
面
も
あ
る
。
関
係
各
位

に
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

 
 

本
文
引
用
に
際

し
て
は
、
通
行
字
体
に
改
め
る
な
ど
、
種

々
変
更
を
加
え
た
場
合
が
あ
る
。

*
 
『
女
子
大
国
文
』
前
号
収
載
拙
稿

「あ
る
矢
取
地
蔵
を
め
ぐ
る
覚
書
」
補
訂

a
 

空
海
と
守
敏

の
呪
咀
対
決
課
に

つ
い
て
、
「空
海

の
呪
咀
で
の
応
戦
、
延
い
て
は
だ
ま
し
討
ち
と
い
う
話
柄
を
そ
の
ま
ま
に
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

 

き
ず
、
呪
咀
対
決
課
に
お
け
る
空
海
を
正
当
化
あ
る
い
は
浄
化
し
よ
ドつ
と
す
る
志
向
」
が
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
を
、
「:

:
大
師

し
ろ
し
め
し
て
、
護
身

 

加
持

し
給
ふ
に
よ
り
。
大
師

は

つ
」
が
な
く
還
て
守
敏
降
伏
せ
ら
る
な
ら
ん
。
を
よ
そ
人
を
呪
傷

せ
ん
と
す
る
に
、
あ
た
は
ざ
れ
ば
。
却

て
み
つ
か
ら

 

そ

の
妖
を
受
。
守
敏
も
し
か
る
も

の
か
。
大
師
な
ん
ぞ
か
れ
と
同
じ
く
怨
心
を
む
す
び
。
其
勝
負
を
決
せ
ん
と
あ
ら
そ
ひ
た
ま
は
ん
や
。
唯
法
力

の
奇

 

怪
を

い
は
ん
と
し
て
。
か
く

の
ご
と
く
に
至
る
な
ら
し
。
」
と
い
う

『
弘
法
大
師
賛
議
補
』
巻
下
の
叙
述
な
ど
に
よ

っ
て
推
定
し
て
お
い
た
が

(25
～

26

魂
を
飛
ば
す
仙
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小
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篁
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頁

)
、

ま

さ

に

そ

う

し

た

志

向

に

応

じ

て
改

変

さ

れ

た

と
覚

し

い
呪

咀

対

決

課

が
、

後

世

の

天

保

五

年

(
一
八

三

四
)

刊

『
弘

法

大

師

一
代

賛

議

』

巻

下

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
ゆ
び
ん
そ
う
つ
て
う
ふ
く

 

(弘

法

大

師

伝

全

集

に

翻

刻

所

収

、

今

は
版

本

に

直

接

拠

る

)

「守

敏

僧

都

調

伏

の
事

」

に

見

え

る

。

『
弘

法

大

師

賛

議

補

』

の

影

響

を

受

け

て

い

る

の

 

だ

ろ

う
。

 

 

 

 

 

 

 

 

は
く
し
き
ち
ぎ
や
う
 
 
し
ゆ
び
ん
そ
う
つ
 
 
を
ん
し
ん
ふ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
い
し
 
 
て
う
ぶ
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
い
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ご
し
ん
へ
い
を
ん
 
 
お
ん
か
 
ち

 

 

 

:

-
さ

す

が

博

識

智

行

の
守

敏

僧

都

、

怨

心

深

く

ひ

そ

か

に

大

師

を
調

伏

な

し

玉

ふ

。

大

師

は

や

く

も

し

ろ

し

め

し

、

護

身

平

穏

の
御

加

持

ま

し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
ん
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぱ
ん
み
ん
そ
ん
そ
う
 
 
 
 
 
 
 
 ふ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 わ
れ
ひ
と
 
 
し
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
つ
み
お
の
れ
 
 
き
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ゆ
び
ん

 
 
 
く

け
る
に
よ
り
、

い
さ

㌧
か
も
御
身
に
さ
は
り
な
く
、
万
民
尊
崇

い
よ
く

深
か
り
け
る
。
我
人
を
呪
す
れ
ば
、
其
罪
己
に
帰
す
る
と
、
守
敏

 
 

 
そ
う
つ
 

よ
 
 

 

 

ひ
ぐ
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

に
う
 
く

 
 

 
僧
都
、

世

の
お
ぼ

へ
日

々
に
お

と
ろ

へ
、

ま
も
な

く
入
寂

し
玉

ひ
け

り
。

:

-

 
 

 
 
 

 
 

こ
し
ん
へ
い
を
ん
 
 お
ん
か
 
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
む

 
空
海

自
身

は
、

「護
身

平

穏

の
御

加

持
」

を
し
た

だ
け

で
呪

咀
し

て
お
ら
ず

(
し
た

が

っ
て
最

早

「
呪
咀
対
決

課
」

で
は
な

く
な

っ
て

い
る
)
、

だ
ま

し

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

つ
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
う
し
や
く

 
討
ち

も
な

く
、

「
勝
負

を
決

せ
ん
と

あ
ら

そ
」

(右

引

『
弘
法
大
師
賛

議
補
』
)

っ
て
も

い
な

い
。
守
敏

は
、

呪
咀

の

「罪

」

に
よ

り

「
入
寂

」
す

る
。

b
 

誠

に
迂
闊

に
も
長

谷
賓
秀

編
著

『
弘
法

大
師
行

状
絵

詞
伝
』

(
弘
法
大
師

一
千

百
年
御

忌
事
務

局
、
昭

9
)

を
見
落

と

し
て

い
た
。

同
書

は
、
拙
稿

に

 

て
取

り
上
げ

た
、

「矢

取

地
蔵

」

の
絵

を
載

せ

る
掛
幅
絵

伝

の
う
ち

の

一
つ
、
明
治

十

二
年

『
弘
法
大

師
行

状
曼
茶

羅
』

(東

寺
宝

物
館

所
蔵

)

に
、

新

 
た

に
解
説

文

を
加

え
た

も

の
。

「矢

取
地

蔵
」

の
絵

に

つ
い
て
は
、

「
:
 

:

こ
}
に
於

て
大
師

の
加

持

せ
ら

れ
た
る
調

伏

の
矢

は
、

東
寺

よ

り
西
寺

に

 
向

つ
て
飛

び
、
僧

都

の
加

持

せ
ら

れ
た

る
調
伏

の
矢

は
、
西
寺

よ

り
東
寺

に
向

つ
て
飛

び
、
両
大
徳
共

に
誠

に
危

い
処

で
あ

り
ま

し
た
。

こ

の
時
地
蔵

菩

薩

、
東

西
両
寺

の
中
間

に
現

は
れ

て
、

両
方

の
矢

を
取

り
、
両
大
徳

共

に
害

を
受

け
ざ

る
様
、
御
取

計

ひ
遊

ば

さ
れ
ま

し
た
。

之
を
矢

取

地
蔵

尊

と
申

 
し
ま

す
」

(巻

上

=

七

頁
)
と
、
矢

の
飛
び
交

う
呪
咀
対
決

課
と

一
体
と
な

っ
た
話
と

し

て
解
説
す

る
。
確

か

に
、
地
蔵

が
逆

向
き

の
矢

二
本
を

手

に

 
持

っ
て
い
る
と

い
う
、
そ

の
絵
柄

と

合
致
す

る

こ
と

に
な

る

(
呪
咀
対

決

に
お

い
て
東
西
両
方

か
ら
飛

ん

で
来

た
矢

を
取

っ
た
場

面
を
描

い
て

い
る

こ
と

 
に
な

る
)
な

ど
、
右

の
よ
う

な
解
釈

の
方

が
妥
当

で
あ

る
か
と
考
え

ら
れ

る
。

と
す

れ
ば

、
拙
稿

に
お

い
て
、

地
蔵
を
中

間

に
、

空
海

と
守
敏

が
各

々
、

 
壇

に
向

っ
て
座
す

と

い
う
、

呪
咀
対

決

の
場

面
を
描

く

こ
と
な

ど

か
ら
、

「『
矢

取
地
蔵
』

の
絵

と

し
て
は
、
相
応

し

い
も

の
と
は
言

い
難

い
」

(
24
頁
)

 
と
述

べ
た

の
は
、

誤
り

で
あ

っ
た
。

そ
も
そ

も
、
呪
咀
対
決

諦
と

一
体
化

し
た
矢
取
地
蔵

課
を
描

い
て

い
た

の
で
あ

る
。

た

だ
、

い
ず

れ

に
せ
よ
、
『
弘

 
法
大

師
行

状
曼
茶

羅
』

等

の
掛

幅
絵

伝

の
絵

に

つ
い
て
最
終
的

に
述

べ
た

と

こ
ろ
に
、
特

に
影
響
す

る
わ
け

で
は
な

い
。

 
 
右

の
解
釈

に
見
ら

れ

る
よ
う
な
内

容

の
伝

承
は
、
し
か
し
、
他

に
見
出
す

こ
と
が
難

し
い
。
拙
稿

に

お

い
て
収
集

し
得
た
矢

取
地

蔵

の
伝
承

は
、
い
ず

 
れ

も
内
容

が
異
な

っ
て

い
る
し
、
『
弘
法
大
師

行
状
絵

詞
伝
』

は

「伝

へ
云
ふ
。

昔

し
大
師
守

敏

の
二
大

徳
互

に
調
伏

の
法
を
行

ぜ

ら
れ

し
時

。

弘
法
大
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師
加
持

の
矢
は
東
寺
よ
り
西
寺

に
向

つ
て
飛
び
。
守
敏
僧
都
加
持

の
矢
は
西
寺
よ
り
東
寺

に
向

っ
て
飛
ぶ
。
此

の
時
地
蔵
尊
両
寺

の
中
間
に
影
現
し
て

両
方

の
矢
を
取

り
。
両
大
徳
共
に
害
な
き
を
得
た
り
。
故
に
矢
取
地
蔵
尊
と
名
く
と
。
今
の
図
は
此

の
伝
説
に
依
り
て
画
け
る
者
歎
」

(巻

下
二

=

一

頁
)
と
す
る
が
、

こ
こ
に
記
さ
れ
た

「伝
説
」
が
何
に
拠

っ
た
も
の
な

の
か
、

い
か
な
る
状
況
で
採
取
さ
れ
た
も
の
な

の
か
、

一
切
記
述
さ
れ
て
い
な

い
。
拙
稿
に
て
採
取
し
得
た
伝
承
は
す

べ
て
、
呪
咀
対
決
課
と
は

一
応
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
、
単
に
守
敏
が
空
海
に
矢
を
射

か
け
た
、
そ
れ
を
地
蔵
が

救

っ
た
、
と
い
う
内
容
を
伝
え
る
。
堆
量
す
る
に
、
絵
伝
に

「矢
取
地
蔵
」
の
絵
を
取
り
込
む
時
点
に
お
い
て
、
加
持
に
よ

っ
て
両
者
か
ら
射
ら
れ
た

矢
を
取
る
と

い
う
、
呪
咀
対
決
謬
と

一
体
化
し
た
内
容
に
改
変
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ご
く

一
部
に
お
い
て
、
そ
う

い
う
内
容
に

改
変
さ
れ
た
伝
承
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た

の
に
、
基
づ

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
呪
咀
対
決
課
と

一
体
化
し
た
改
変
矢
取
地
蔵
課
は
、
右

の

a
に
て
補

足
し
た
、
呪
咀
対
決
課
に
お
け
る
空
海

の
正
当
化
、
浄

化
と

い
う

こ
と
と
、
密
接

に
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
『
太
平
記
』
等
に
見
え
る
従
来

の
呪
咀
対
決
課
で
は
、
空
海
が
だ
ま
し
討
ち
し
て
、
守
敏
を
呪
殺
す
る

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
改
変
矢
取
地
蔵
課
で
は
、
呪
咀
対
決
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
も

の
の
、
言
わ
ば
仲
裁
役
の
地
蔵
が
文
字
通
り
両
者

の
間
に
は
い
る

こ

と
に
よ

っ
て
、
そ
う
し
た
事
態

に
至
ら
ず
に
済
ん
で
い
る
。

a
に
挙
げ
た

『弘
法
大
師

一
代
賛
議
』
と
は
ま
た
違

っ
た
形
で
の
、
空
海

の
正
当
化
、
浄

化
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
拙
稿

で
は
、
通
常

の
矢
取
地
蔵
課

の
成
立
に
、
そ

の
基
盤
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
呪
咀
対
決
課

に
お
け
る
空
海

を
正
当
化
、
浄
化

し
よ
う
と
す

る
志
向
が
、
背
景
と
し
て
関
わ

っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
改
変
矢
取
地
蔵
謂
は
、
よ
り
明
確
に
そ
う

し
た
志
向

の
中
か
ら
誕
生
し
て
き
た
と
言

っ
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
伝
』
は
、
先
引
部

の
う
ち
前
者

の
方

に
続
け
て

「蓋

し
守
敏
僧
都
は
常

の
凡
夫
僧
で
な
く
、
得
法

の
聖
者

で
あ
り
ま
す
。
而
る
に
嫉
妬

の
心
を
生
じ
て
、
大
師
を
調
伏
し
奉

つ
た
と
云
う
が
如
き
は
、
且
ら
く

外
相
に
就

い
て
言

う
事
で
、
実

に
其

の
内
証
を
尋
ぬ
る
時
は
、
大
師

の
高
徳
を
顕
は
し
、
真
言

の
法
門
を
顕
揚
せ
ん
が
為
に
、
権

に
怨
敵

の
相
を
現
ぜ

ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
地
蔵
菩
薩

の
現
は
れ
て
、
両
大
徳
を
共

に
救
ひ
給

へ
る
も
全
く
之
が
為
め
と
思
は
れ
ま
す
」
と
記
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
改

変
矢

取
地
蔵
諌
は
、
空
海
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
守
敏
の
正
当
化
、
浄
化
を
も
志
向
し
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
か
。

 
な
お
、
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
伝
』
は
、
『
神
泉
苑
縁
起
絵
巻
』
収
載

の
呪
咀
対
決
課
を
掲
げ
て
、

「是
れ
集
記
。
御
伝
等

の
説
の
上

に
。

二
尊
矢
を
射

る
こ
と
を
加

へ
た
る
も
の
に
て
。
矢
取
地
蔵
の
伝
説
は
。
之
よ
り
更
に

一
転
し
た
る
も

の
と
思
は
る
」
(下
巻

二

一
五
頁
)
と
す
る
。
拙
稿
が
第
四
節
ま

で
で
最
終
的
に
述

べ
た
と

こ
ろ
の
前
段
階

の

一
部
分
に
相
当
す
る
よ
う
な
事
柄
が
、
ご
く
簡
略
な
が
ら
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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